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広告規格１枠（横 85mm ×縦 110mm）18,400 円～ / 平成 26 年度広告代理店　垂水中央印刷　☎ 0994-32-0315/ 主管課　総務課秘書広報係　☎内線 221・271 広告

移転営業中!!移転営業中!!
明るい店内でピザを食べながらゆっくりくつろげます。明るい店内でピザを食べながらゆっくりくつろげます。

サイドメニュー
お好み焼き・ピラフ・チキン・
ポテト・サラダ・ドリンクなど豊富!
お好み焼き・ピラフ・チキン・
ポテト・サラダ・ドリンクなど豊富!
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TEL

営業時間  11:00 ～ 14;00
　　　　　　　  17:00 ～ 21:00

定  休  日　 火曜日32-5807ピザ屋ピザ屋
垂水市田神 3498-38（下福町）

お昼の
パスタランチ、ピザランチ
各850円も大好評!!

お昼の
パスタランチ、ピザランチ
各850円も大好評!!

店主のこだわった生地、

ソースからすべて

手作りのピザをぜひ一度

ご賞味くださいませ。

ピザのお持ち帰りの方は

５％ 引きいたします。

店主のこだわった生地、

ソースからすべて

手作りのピザをぜひ一度

ご賞味くださいませ。

ピザのお持ち帰りの方は

５％ 引きいたします。

明るい店内でピザを食べながらゆっくりくつろげます。

塩モツ鍋と焼肉のコース塩モツ鍋と焼肉のコース

炭火焼肉×Yoshi 垂水市上町127（南銀北向）TEL 32-1715

大　人     ￥2,800
中学生     ￥2,300
小学生     ￥1,800
スープ・ご飯セット    ￥250

プラス￥1,200で飲み放題プラス￥1,200で飲み放題（90分）（90分）

（90分）

（ラストオーダーは20分前となります）

焼肉食べ放題コース焼肉食べ放題コース

・牛カルビ・ハラミ・牛ホルモン・豚ホル

　モン・豚カルビ・ウインナー・鶏モモ

・焼き野菜・キムチ・サラダ

（飲み放題付 120分）

好評！ オールスターおまかせコース 好評！ オールスターおまかせコース 

とりあえず一軒目コース とりあえず一軒目コース 
￥3,500￥3,500

（飲み放題付 90分） ￥2,800￥2,800

カルビ・ロース・赤身盛合せ・牛ホルモンほか

塩モツ鍋、焼肉（カルビ・ホルモン盛合せ、

焼き野菜）サラダ・キムチ・本日の一品・

しめにモツ塩ラーメン・デザート付

飲み放題付（120分）
￥4,000（お一人様）

冬
季
限
定

はじめました！

ピザ屋ピザ屋
レストラン木となりで営業中は
大変お世話になりありがとうございました。
今後共お引立て賜りますようお願い
申し上げます。

パスタランチ↑
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NEWS
根
で
は
関
ヶ
原
の
戦
い
で
敗
れ
た
戦

国
武
将
・
宇
喜
多
秀
家
氏
を
２
年
３

か
月
の
間
、
ひ
そ
か
に
お
守
り
し
た

歴
史
も
あ
り
ま
す
。
少
し
現
代
へ
目

を
向
け
ま
す
と
、
日
本
の
行
進
曲
の

父
と
言
わ
れ
る
世
界
三
大
マ
ー
チ
の

ひ
と
つ
「
軍
艦
」
の
瀬
戸
口
藤
吉
翁
。

垂
水
市
で
生
ま
れ
た
偉
大
な
洋
画
家
・

和
田
英
作
画
伯
等
、
日
本
を
代
表
す

る
芸
術
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
垂

水
に
は
「
温
故
創
新
」
と
い
う
造
語

が
あ
り
ま
す
。
昔
の
歴
史
や
文
化
の

ご
縁
を
大
切
に
、
現
代
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い

市 長 日 記 目 次　

垂
水
は
歴
史
と
文
化
の
町
と
言
わ

れ
ま
す
。
初
代
佐
土
原
藩
主
は
、
垂

水
島
津
家
２
代
以
久
（
ゆ
き
ひ
さ
）
で

す
。
こ
の
度
、
佐
土
原
入
城
４
１
０

年
を
記
念
し
て
、
２
月
９
日
（
日
）

午
前
９
時
に
垂
水
小
学
校
を
ス
タ
ー

ト
し
て
武
者
行
列
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
宮
崎
市
長
（
前
佐
土
原
町
長
）

も
参
加
さ
れ
、
当
時
の
佐
土
原
入
城

の
様
子
を
再
現
し
ま
す
。
ま
た
、
牛

今月の表紙は、市民館敷地内にあ
る和田英作画伯が実際に使用して
いたアトリエです。静岡県三保か
ら昭和 37 年に移設されました。
中央にある富士見台。和田画伯は
この台に座り、大きな窓越しに富
士山を見て描かれたそうです。歴
史を刻んだ趣あるアトリエです。

今月
表紙

１階
市長

※広告は、P2・39 をご覧ください。

◎   ２月 18 日（火）13:00 ～ 14:00
◎   ３月 17 日（月）13:00 ～ 14:00

月に１回、本庁舎正面玄関フロアにおいて、「１階市長席」
を設け、市長が市民の皆様からのご意見などを伺ってお
ります。（公務のため、やむを得ず日程変更や副市長が対
応する場合がございます。）

う
意
味
で
あ
り
ま
す
。
垂
水
市
で
は
、

こ
れ
ら
の
歴
史
や
文
化
を
生
か
し
な

が
ら
、
ま
た
、
現
存
す
る
観
光
施
設

と
連
携
し
、
交
流
人
口
１
０
０
万
人

を
目
指
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
平
成
27
年
秋
に
は
国
民
文

化
祭
が
、
平
成
32
年
に
は
国
民
体
育

大
会
が
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
お
も
て
な
し
」
の
精
神
で
市
民
一
体

と
な
っ
て
「
垂
水
の
Ｐ
Ｒ
」
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！
。

◎
２
月
の
主
な
予
定
／
９
日
：
佐
土
原
島
津
入
場

４
１
０
年
記
念
事
業
／
13
～
14
日
：
要
望
活
動
（
東

京
）
／
21
日
～
：
第
１
回
定
例
会
本
会
議
開
会
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①鹿児島ミッテ 10 でのみ利用可能。
②自動発券機（KINEZO）では、該当割引を選択してお支払。
　クーポンは、入場の際に係員にお渡しください。
③ここでご紹介している以外の作品にもご利用いただけます。
④一部、特別興行には利用不可。本券のコピーは利用不可。

①一般／ 1,800 円　②大学生／ 1,500 円
③高校・中学・小人・シニア／ 1,000 円
※小人：3歳以上　※シニア：60歳以上
※ 3D作品は +300 円
鹿児島ミッテ 10　☎ 099-812-6662

↑
自
動
発
券
機

鹿児島ミッテ10
シネマクーポン

※本券は入場（もぎり）の際に係員にお渡しください。
※本券１枚で２名様まで有効です。※学生は学生証が必要です。
※他割引システムとの併用不可、本券のコピーは利用不可です。

鹿児島ミッテ 10
広報たるみずspecial

有効期間

（一　般1,800→1,500）
（大学生1,500→1,200）

（高校生以下1,000→900）
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※本券１枚で２名様まで有効です。※学生は学生証が必要です。
※他割引システムとの併用不可、本券のコピーは利用不可です。
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有効期間

（一　般1,800→1,500）
（大学生1,500→1,200）

（高校生以下1,000→900）

鹿児島ミッテ10
シネマクーポン

※本券は入場（もぎり）の際に係員にお渡しください。
※本券１枚で２名様まで有効です。※学生は学生証が必要です。
※他割引システムとの併用不可、本券のコピーは利用不可です。

鹿児島ミッテ 10
広報たるみずspecial

有効期間

（一　般1,800→1,500）
（大学生1,500→1,200）

（高校生以下1,000→900）

鹿児島ミッテ 10　広報たるみず
広報たるみずでは、読者の新たな世界観創出と広報
誌の新たな付加価値を模索し、平成 23 年５月から
鹿児島ミッテ 10 の御協力のもと、県内広報誌初の
シネマクーポン付きコンテンツを展開しています。

新作映画紹介／シネマシネマ

H26.02.01　   ～ H26.03.31土 月 H26.02.01　   ～ H26.03.31土 月 H26.02.01　   ～ H26.03.31土 月

さぁ、クーポンを持って映画館へ Let's go ！

なお、クーポン券は原本をご使用ください！コピーは不可！

抱きしめたい／真実の物語

劇場版　仮面ティーチャー ホビット／竜に奪われた王国

劇場版　TIGER&BUNNY
The Rising

土竜の唄／潜入捜査官  Reiji

僕は友達が少ない ラッシュ／プライドと友情

キック・アス
ジャスティス・フォーエバー

▲２Ｄ・３Ｄ

▲ PG-12 ▲ PG-12

▲ R15+

公開 2/1  　土
公開 2/1  　土

公開 2/7  　金

公開 2/15  　土
公開 2/22  　土

公開 2/22  　土
公開 2/28  　金

公開 2/8 　土

2/1 ～ 2/2
先行上映

Check!



垂水市では
こんな取組を
行っています

垂水市では
こんな取組を
行っています

垂水市の取組をご紹介！

垂
水
中
央
中
学
校
の

武
道
館
が
完
成
！

教育総務課
庶務係

☎ 32-7211

平
成
25
年
５
月
29
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
「
垂
水

中
央
中
学
校
武
道
館
新
築
工
事
」

が
12
月
24
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
中
学
校
学
習
指

導
要
領
改
訂
に
伴
い
、
武
道
が

必
修
（
本
市
は
柔
道
を
選
択
）

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

中
学
校
統
合
に
伴
う
施
設
整
備

の
一
環
で
す
。
ま
た
、
施
設
の

有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
部
活

動
（
剣
道
部
）
や
集
会
場
と
し

て
使
え
る
よ
う
配
慮
し
て
あ
り

ま
す
。
な
お
現
在
、
プ
ー
ル
新

築
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
も
行
っ

て
お
り
２
月
に
完
成
予
定
で
す
。

完成した武道館の入口。武道館の大きさは 233.15㎡。館内は、柔道１面（剣道１面）男女更衣室、
用具などを収納する棚やフォームなどを確認する鏡なども設置されています。

CHECK　　　 完成した武道館！

新たな青春の１ページが
ここで生まれる。

上：西側からの外観

中：内観西側　下：内観北西側

1

平
成
26
年

消
防
出
初
め
式
を
実
施

消防本部
☎ 32-1019

１
月
6
日
（
月
）、
垂
水
小

学
校
で
平
成
26
年
消
防

出
初
め
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
消
防
本
部
・
消
防
団
約

２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、
消
防
機
動
力
の
確
保

や
組
織
の
活
性
化
、
社
会
環
境

の
変
化
に
即
応
し
た
消
防
力
の

充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
は
、

重
要
な
こ
と
で
す
。
出
初
め
式

は
、
関
係
者
が
そ
の
こ
と
を
再

確
認
し
、
日
頃
の
訓
練
や
連
携

を
体
現
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

表彰名称 受章者（敬称略）
消防庁長官表彰・表彰旗 垂水市消防本部・垂水市消防団
消防庁長官表彰 永年勤続功労 紺屋義久・宮嶋清政

日本消防協会
会長表彰

永年勤続功労 瀬脇正道　※消防団 120 年・自治体消防 65 周年記念

精績章 川畑三郎
30 年勤続章 篠原健次・大迫森生・山﨑泉・松﨑敬一郎・餅井健一・水迫善行

鹿児島県
知事表彰

40 年勤続賞 室田清信・内田勝己
10 年勤続章 福田誠一・中村興市・山下勝智・永田久司・小平芳明・田中浩一朗・前田智

県消防協会
総裁表彰

功績章 堀之内洋一・安居邦治・德留準一・栁田 生・東勝則・永𠮷政一・中濵義春
精績章 森木田秀樹・尾迫潤・今村義之・井之上正・髙橋利一・神﨑福見

肝属支部長表彰 15 年勤続章 鎌田和昭・山之口建二・西薗千年・有村浩人・隈﨑譲治

垂水市長表彰
15 年勤続章 鎌田和昭・山之口建二・西薗千年・有村浩人・隈﨑譲治
内助の功 隈元紀子・加治屋素子・坂元雲子・田中水穂・感王寺真理子・瀬脇睦子・脇田要子

2

表彰受章者
受賞おめでと

うございます。
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↑数量限定「黒瀬弁当」／ 600 円
　いろんな食材を少しずつ楽しめ、野菜も豊富なので、特に女性に人気なの

　だとか。日替わりなのも人気の秘密。この日はエビつけあげ、かきあげ、

　白身魚のフライ、マカロニサラダ、煮物、そして口直しの漬物と果物など。

←チキン南蛮定食／ 700 円
　ボリュームたっぷりの定食は、男性も満足の一品。また、すべての定食は

　プラス 100 円で食後のコーヒーもつくのでうれしい。

※その他メニュー
　とんかつ定食／ 800 円、白身魚のフライ定食／ 700 円

　きびなごの天ぷら定食／ 700 円、豚の生姜焼き定食／ 700 円など

■営業　昼 11:30 ～ 14:00 ／夜 17:30 ～ 21:00

　
「
鹿
児
島
の
家
庭
の
味
を
ご
提

供
し
た
い
と
思
っ
て
、『
田
舎
ご

は
ん
』
と
し
ま
し
た
。」
と
話
す

店
主
の
ま
ゆ
み
さ
ん
。
夫
婦
二

人
三
脚
で
、
地
元
垂
水
の
肉
や

魚
を
「
き
び
な
ご
の
天
ぷ
ら
」「
豚

の
生
姜
焼
き
」
と
い
っ
た
定
食

ス
タ
イ
ル
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
営
ん
で
い
た
設
備
工
事

の
事
務
所
を
改
装
し
た
店
内
は
、

外
か
ら
は
想
像
が
つ
か
な
い
く

ら
い
、
明
る
く
広
々
。
テ
ー
ブ

ル
席
を
中
心
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー

席
、
半
個
室
の
和
室
も
あ
り
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
す
。
お

昼
の
一
番
人
気
は
数
量
限
定
の

日
替
わ
り
「
黒
瀬
弁
当
」。
夜

は
定
食
や
一
品
料
理
と
一
緒
に

ビ
ー
ル
や
焼
酎
な
ど
ア
ル
コ
ー

ル
も
楽
し
め
ま
す
。「
昔
、
こ
の

あ
た
り
の
海
に
は
黒
い
岩
瀬
が

あ
っ
て
、
大
人
も
子
ど
も
も
遊

ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が

こ
こ
の
地
名
の
由
来
だ
と
か
。

そ
ん
な
風
に
地
元
の
人
に
愛
さ

れ
る
場
所
に
し
た
い
で
す
ね
。」

■
店
舗
デ
ー
タ

　
店
主　

岩
切　

ま
ゆ
み

　
住
所　

垂
水
市
浜
平
１
６
０
６
番
地

　
電
話　

32

－

５
５
３
０

　
定
休　

月
曜
日

家庭の味を食べにいこう

田舎ごはん 黒瀬 

垂水フェリー

黒瀬

国
道
２
２
０
号

至市役所

至鹿屋
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垂水市では
こんな取組を
行っています

垂水市の取組をご紹介！

俳
句
づ
く
り
を
通
し
て
、

垂
水
市
内
の
児
童
生
徒

が
「
ふ
る
さ
と
垂
水
」
を
見
つ

め
直
し
、
郷
土
を
愛
す
る
心
情

を
培
い
、
日
本
語
の
も
つ
美
し

さ
や
俳
句
の
リ
ズ
ム
を
理
解
す

る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
表
現

力
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
「
垂
水
市
ふ
る

さ
と
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
第
６
回
目
と

な
る
今
回
は
、
垂
水
の
自
然
・

歴
史
・
文
化
な
ど
を
詠
ん
だ
も

の
中
心
に
、
垂
水
市
内
小
・
中
・

高
校
か
ら
７
８
５
点
の
応
募
が

あ
り
、
教
育
長
賞
３
点
、
特
選

10
点
（
小
学
校
４
点
、
中
学
校

４
点
、
高
校
２
点
）、
入
選
19
点

（
小
学
校
９
点
、
中
学
校
７
点
、

高
校
３
点
）
の
入
賞
作
品
が
決

定
し
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
賞
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

黄
金
色　

夕
日
を
映
す　

船
だ
ま
り

柊
原
小
六
年　

江
口　

瑠
輝

夕
焼
け
で  

カ
ラ
ス
ウ
リ
に
も  

灯
が
と
も
る

　

垂
水
中
央
中
学
校
一
年　

駿
河　

大
介

蝉
時
雨　

命
の
叫
び　

夏
終
わ
る

垂
水
高
等
学
校
三
年　

加
治
屋　

里
奈

赤
と
ん
ぼ　

夕
日
が
目
玉
に　

う
つ
っ
て
る

牛
根
小
学
校
五
年　

松
永　

亜
美
伽

窓
ゆ
ら
し　

び
っ
く
り
さ
せ
る　

桜
島

 

垂
水
小
学
校
六
年　

安
山　

秀
人

舞
い
落
ち
る　

紅
葉
と
一
緒
に　

帰
る
道

 

垂
水
小
学
校
六
年　

中
馬　

瑠
星

海
風
や　

す
ず
虫
た
ち
と　

コ
ン
チ
ェ
ル
ト

 

柊
原
小
学
校
六
年　

池
田　

乃
彩

本
城
の　

流
れ
に
逆
ら
う　

あ
ゆ
が
い
る

垂
水
中
央
中
学
校
一
年　

木
佐
貫　

泰
生

今
閉
じ
た　

本
の
し
お
り
は　

紅
一
葉

垂
水
中
央
中
学
校
一
年　

白
井　

美
桜

寒
稽
古　

か
け
声
と
共
に　

日
が
昇
る

垂
水
中
央
中
学
校
二
年　

篠
原　

三
和
人

田
の
隅
に　

赤
々
と
燃
え　

彼
岸
花

垂
水
中
央
中
学
校
二
年　

塩
満　

大
智

満
開
の　

花
火
の
な
か
に　

消
え
る
夏

垂
水
高
等
学
校
一
年　

野
下　

豊

り
ん
ご
飴　

口
に
ほ
お
ば
る　

夏
祭
り

垂
水
高
等
学
校
一
年　

森
満　

郁
弥

教育長賞
３点

特選
10 点

CHECK　　　 教育長賞選評（抜粋）

江口さんの作品
まるでみごとな一枚の絵画のような

情景が、素直な印象をもって詠われ

ています。この句のもつ静かな情感

は、懐かしさを伴って心に残ります。

駿河さんの作品
単なる写生の句ではなく、主観的な

印象が技巧を感じさせないほど、美

しく詠われています。主観と客観と

が一致した好句です。

加治屋さんの作品
一般に、蝉は一夏でその命を終える

はかない存在。それを言外に匂わせ

て、蝉のはかなさを直接的には表現

せず、むしろ蝉の命の賛歌を詠い、

晩夏の印象としたすばらしい句です。

※選評の詳細や講評はホームページ

からご確認いただけます。

第
６
回
垂
水
市
ふ
る
さ
と
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
ご
紹
介

学校教育課
学校教育係
☎ 32-7213

3
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新 刊 紹 1介

お 知 ら せ

新 刊 紹 2介 新 刊 続 々

私 の 本好 き な

◎垂水市立図書館　☎ 0994-32-7111　開館時間：午前 9時 30 分～午後 6時

ノボさん
（伊集院　静）

明治 20 年、べーすぼーるに夢
中の青年、正岡子規は、東大予
備門で夏目漱石と運命的な出逢
いを果たす。生命をかけた文学
への挑戦、友への愛。夢の中を
走り続けた 2 人の姿を描いた
青春小説。

強い血管をつくる
塩分カットレシピ

（高沢　謙二）

血管年齢を若くする塩分カット
レシピ集。塩分を減らす代わり
に「だし」や「酢」「香辛料」
などで素材の旨みを引き出す、
簡単でおいしい減塩料理や、血
管若返り食材を使ったレシピを
紹介します。

● 2 月 6 日（木）は、図書館スタッフ研修のため臨時休

館になります。ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほど

よろしくお願いします。なお、図書館には雑誌の他、機

関誌も揃えております。「グラフかごしま」「地域づくり」

「ぼうさい」「観光文化」「共同参画」など、県内外の情報

を取り揃えてます。ぜひ一度足をお運びください。

●おはなしの時間（14:00 ～）

　２月 15 日（土）

●ちっちゃい子のおはなしかい（10:30 ～）

　２月５日（水）、19 日（水）

●２月休館

　３日（月）・６日（木）・10 日（月）・11 日（火・祝）

　17（月）・24 日（月）

慢性腎臓病 <CKD>
（富野　康日己）

わがままいもうと
（ねじめ　正一）

図書館のトリセツ
（福本　友美子）

スープジャーで作る
朝ラクスープべんとう 85

（植木　もも子）

子どもと親のための
ワクチン読本

（母里　啓子）

依存症のすべて
（廣中　直行）

櫛挽道守
（木内　昇）

ラスト・チャンス !
（児玉　小枝）

最強「ご当地定番」
のつくり方

（勝山　良美）

1 ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

 島津家久と島津豊久
（山本　泰生）

垂水島津家２代以
ゆきひさ

久公が佐土原藩主になって 410 年になりま

す。佐土原藩は関ヶ原の戦い後、徳川家康から拝領した３万

石です。地方の一戦国武将と豊臣秀吉、徳川家康の心温まる

逸話も興味深い一冊です。【文：川﨑あさ子さん（田神在住）】
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　　乳幼児健診
◎お問い合わせ：保健福祉課健康増進係☎内線 138･164

※健診は母子保健法で定められた健診であり、乳幼児の病気の予防と早期発見及び健
康の保持・増進を目的に実施しておりますので、必ず受診してください。ご都合が悪
い場合は上記までご連絡ください。

瀬
せ と ぐ ち

戸口 勝
か つ と

人くん　市木
平成 25 年 2 月 18 日生（1 歳）
甘えん坊のお兄ちゃんです！兄弟
仲良く、元気に育ってね！
　　　  ♥パパ義春・ママ亜理沙♥

瀬
せ と ぐ ち

戸口 恵
け い と

人くん　市木
平成 25 年 2 月 18 日生（1 歳）
食いしん坊の弟くんです！兄弟仲
良く、元気に育ってね！
　　　  ♥パパ義春・ママ亜理沙♥

三
み う ら

浦 伊
い お り

織くん　本城
平成 21 年 10 月 1 日生（4 歳）
体を動かすことが大好き♪これか
らもすくすく元気で成長してね☆
　　　　  ♥パパ央大・ママ奈緒♥

堀
ほ り の う ち

之内  慶
けい

くん　高城
平成 25 年 5 月 28 日生（9 か月）
ハイハイが上手になってきました
ね。瞬くん、颯くんと仲良くね！
　　　　  ♥パパ友・ママまり子♥

堀
ほ り の う ち

之内  瞬
しゅん

くん　高城
平成 23 年 2 月 22 日生（3 歳）
弟思いの優しいお兄ちゃん。じぃ
じ、ばぁばのことも大好き！
　　　　  ♥パパ友・ママまり子♥

堀
ほ り の う ち

之内  颯
そう

くん　鹿屋市
平成 25 年 2 月 18 日生（1 歳）
いつも元気いっぱいな我が家のア
イドル颯君。すくすく大きくなっ
てね。　　　  ♥パパ陵・ママ愛♥

尾
お ざ こ

迫 衣
い お り

央莉ちゃん　錦江町
平成 24 年 10 月 5 日生（1 歳）
うちの癒し系アイドル！衣央莉の
笑顔にいつも家族みんな癒されて
るよ♪　　　  ♥パパ忠・ママ綾♥

三
み う ら

浦 桃
も も か

香ちゃん　本城
平成 25 年 2 月 12 日生（1 歳）
我が家のかわいいアイドル ( 笑 ) そ
の笑顔でいつまでもみんなを癒し
てね☆　  ♥パパ央大・ママ奈緒♥

瀬
せ と ぐ ち

戸口 初
は つ ね

音ちゃん　市木
平成 21 年 7 月 6 日生（4 歳）
いつも弟達のお世話をしてくれて
ありがとう！優しい女の子に育っ
てね！  ♥パパ義春・ママ亜理沙♥

Tarumizu kids smile room. 

　３ヶ月児健診　　

開催 2/12（水）　垂水市市民館 2 階

受付 午後 1 時～午後 1 時 15 分

対象者 平成 25 年 10 月生

持参するもの ①通知書（健診票）②母子健康手帳

　６～７ヶ月児健診

開催 2/12（水）　垂水市市民館 2 階

受付 午後 0 時 30 分～午後 0 時 45 分

対象者 平成 25 年 7 月生

持参するもの ①通知書（健診票）②母子健康手帳

　３歳児健診（歯科健診あり）

開催 2/5（水）　垂水市市民館 2 階

受付 午後 1 時～午後 1 時 15 分

対象者 平成 22 年 7・8 月生

持参するもの ①通知書（健診票）②母子健康手帳
③歯ブラシ④コップ⑤タオル

◎写真大募集！
３ 月 号 の 締 切 は 2/21（ 金 ）
です。お申し込みと詳細は
右記 QR コードからどうぞ！
■お問い合わせ先　
　秘書広報係☎内線 271

◎お知らせ
市内保育所地域活動事業は P32 でご紹介しています。ぜひご
覧ください。多くの方のご参加をお待ちしています。
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上：鹿児島神社境内にある石碑
下：市民館敷地内の和田英作画伯使用
　　の静岡県三保の画室（実物を移設）
◎お問い合わせ：社会教育課☎ 32-0224

▲思郷（明治 35 年） 、　同年フランスのサロン・デ・ザルティスト・フランスに入選

※
今
回
掲
載
し
た
和
田
英
作
・
香
苗
画
伯
の
全
て
絵
画
は
全
て
部
分
複
写
に
な
り
ま
す
。
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和
田
英
作
画
伯
は
、
明
治
７

年
、
垂
水
市
田
神
で
父
・
秀

豊
、
母
・
ト
ヨ
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
明
治
学
院
に
入
学
し
た

後
に
、曾
山
幸
彦
・
黒
田
清
輝
と
い
っ

た
名
立
た
る
画
家
か
ら
手
ほ
ど
き
を

受
け
、
白
馬
会
（
洋
風
美
術
団
体
）

の
結
成
に
も
尽
力
し
、
会
員
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
文
部
省
留
学
生
と

し
て
パ
リ
へ
留
学
し
「
思
郷
」
が
サ

ロ
ン
に
入
選
す
る
な
ど
、
国
内
外
か

ら
数
々
の
勲
章
を
授
与
さ
れ
、
公
的

な
場
で
は
帝
国
劇
場
の
天
井
画
と
壁

画
、
東
京
駅
中
央
停
車
場
の
壁
画
、

皇
居
内
の
生
物
学
御
研
究
所
の
「
薔

薇
」
等
を
描
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
の
模
写
は
、
昭

和
24
年
に
法
隆
寺
が
焼
失
し
た
際
、

復
元
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、

こ
の
日
の
教
訓
を
活
か
そ
う
と
毎
年

１
月
26
日
が
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

に
制
定
さ
れ 

、
全
国
を
挙
げ
て
文

化
財
に
対
す
る
防
火
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市

で
は
和
田
画
伯
の
功
績
を
讃
え
る
た

め
、
今
年
、
第
１
回
和
田
英
作
・
和

田
香
苗
記
念
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
以

下
、ワ
ダ
コ
ン
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

市民の皆様は、和田画伯の功績や今も引き継がれている絵画
への情熱をご存知でしょうか。今回は現代に生きる画家やコ
ンクール作品等を通じて見える、和田画伯をご紹介します。

▲ばらの花（大正３年） 

▲渡頭の夕暮れ（明治 30 年）

特集　郷土の偉人・和田英作画伯
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１
月
12
日
（
日
）、
猿
ヶ
城
渓

谷
森
の
駅
た
る
み
ず
で
、
第

１
回
和
田
英
作
・
和
田
香
苗
記
念
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
・
開
場
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
た「
市
民
洋
画
展
・
写
真
展
」と「
和

田
英
作
ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

（
市
内
小
中
学
生
限
定
）」
を
ひ
と
つ

に
し
て
、
発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
和
田
英
作
画
伯
の
弟
で
、
同

じ
く
画
家
の
和
田
香
苗
画
伯
と
と
も

に
、
二
人
の
功
績
を
故
郷
・
垂
水
市

か
ら
改
め
て
全
国
へ
発
信
す
る
目
的

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。開
場
式
で
は
、

尾
脇
雅
弥
市
長
が
「
絵
画
と
い
う
芸

術
文
化
を
通
じ
て
、
全
国
に
交
流
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
各
賞
を
受

賞
さ
れ
た
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
27
年
に
開
催
さ
れ
る
第

30
回
国
民
文
化
祭
で
は
本
市
主
催
事

業
と
し
て
「
和
田
英
作
・
和
田
香
苗

記
念
全
国
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
Ｐ
34

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
１
回
和
田
英
作
・
和
田
香
苗
記
念

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
（
敬
称
略
）

■
高
校
生
以
上
一
般
部
門

和
田
英
作
賞　

岩
屋
来
未
之（
鹿
児
島
市
）

優
秀
賞　

樫
山
高
盛
（
鹿
児
島
市
）

秀
作
賞　

久
保
千
枝
子
（
鹿
屋
市
）

奨
励
賞　

井
口
ス
ズ
子
（
垂
水
市
）

　
　
　
　

鶴
田
公
人
（
垂
水
市
）

　
　
　
　

池
之
上
絹
子
（
鹿
屋
市
）

招
待
者
推
挙
賞　

東
條
新
一
郎（
日
置
市
）

　
　
　
　
　
　

   

天
達
章
吾
（
枕
崎
市
）

■
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
市
内
児
童
生
徒
）

和
田
香
苗
賞　

田
中
円（
新
城
小
２
年
）／
池
田
彩
夢（
柊

原
小
３
年
）
／
永
田
智
矢
実
（
柊
原
小
６

年
）
／
福
田
未
空
（
垂
水
中
央
中
１
年
）

パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
賞

（
小
説
・
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
よ
り
）

中
村
翔
一（
境
小
２
年
）／
安
樂
千
夏（
新

城
小
４
年
）
／
當
房
志
龍
（
新
城
小
５
年
）

／
石
元
翔
志
朗
（
垂
水
中
央
中
３
年
）

ジ
ュ
ニ
ア
市
長
賞
　

猪
俣
亜
実
（
水
之
上
小
１
年
）
／
田
中
心

悠
（
新
城
小
４
年
）
／
池
田
乃
彩
（
柊
原

小
６
年
）
／
瀬
脇
宙
（
垂
水
中
央
中
３
年
）

ジ
ュ
ニ
ア
教
育
長
賞　

田
上
璃
空
（
垂
小
１
年
）
／
篠
原
未
緒
子

（
柊
原
小
４
年
）
／
大
迫
祐
太
（
柊
原
小

５
年
）
／
中
谷
朋
生
（
垂
水
中
央
中
３
年
）

富
士
薔
薇
賞
（
学
校
賞
）　

柊
原
小
学
校

田中円（新城小２年）

審査員（敬称略）：葛迫幸平、向吉文男、松下幸男、柏原龍哉（ジュニア部門）

池田彩夢（柊原小３年）永田智矢実（柊原小６年）福田未空（垂水中央中１年）

県内外から 640 点（高校生以上一般部門 91 点、ジュニ
ア部門 549 点）の応募がありました。入賞作品について
は今年の夏にも展示会を開催予定です。

◎
和
田
香
苗
賞「
ま
ほ
う
の
パ
ン
や
さ
ん
」

◎
和
田
香
苗
賞
「
ゆ
か
い
な
木
琴
」

◎
和
田
香
苗
賞
「
春
の
準
備
」

◎
和
田
香
苗
賞
「
友
だ
ち
」
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第１回和田英作・和田香苗記念絵画コンクール　和田英作賞

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
さ
れ

た
３
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
は
ど
ん
な
思
い
で
絵
を
描
い

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
同
じ
画
家
と

し
て
和
田
画
伯
の
作
品
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
な
の
か
。

ま
ず
は
、
初
代
・
和
田
英
作
賞
を
受

賞
さ
れ
た
岩
屋
来
未
之
さ
ん
（
鹿
児

島
市
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◎
受
賞
の
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
私
の
作
品

で
良
い
の
か
な
と
恐
縮
し
て
い
ま
す
。

クロッキー帳には垂水から望む桜島

▲和田英作賞受賞作品「渓谷 - 流」

◎
今
回
の
作
品
へ
の
思
い
を
ど
う
ぞ
。

　

も
と
も
と
自
然
の
景
観
や
壮
大
さ

が
好
き
で
、
梅
や
桜
、
山
、
滝
を
よ

く
描
い
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
被
写

体
は
猿
ヶ
城
渓
谷
の
三
姉
妹
の
滝
で

す
。
実
際
、
滝
の
上
に
は
空
が
見
え

て
い
ま
し
た
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
、
海
が
広
が
る
様
に
も
見
え
る

感
じ
で
描
き
ま
し
た
。
現
場
の
空
気

感
を
作
品
と
し
て
残
し
ま
し
た
。

◎
和
田
画
伯
に
想
う
こ
と
は
？

　

東
京
に
あ
る
近
代
美
術
館
で
和
田

画
伯
の
作
品
を
拝
見
し
ま
し
た
。
骨

格
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
肉
太
な

絵
を
描
か
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◎
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
継
続
す
る
力
」
と
い
う
言
葉
が
好

き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
絵
を
描
き
続

け
た
い
で
す
。
大
隅
方
面
の
名
所
も

回
り
な
が
ら
描
い
て
み
た
い
で
す
。

特集　郷土の偉人・和田英作画伯
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奨
励
賞
を
受
賞
し
た
井
口
ス
ズ
子

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◎
今
回
の
作
品
へ
の
思
い
を
お
聞
か

　
せ
く
だ
さ
い
。

　

基
本
的
に
身
近
な
も
の
を
被
写
体

に
選
ん
で
い
ま
す
。
特
に
地
元
の
方

が
生
産
さ
れ
る
野
菜
類
を
描
く
こ
と

が
多
い
で
す
。
今
回
の
「
冬
瓜
」
を

見
た
瞬
間
、
直
感
で
こ
れ
だ
と
思
い

ま
し
た
。
珍
し
い
白
い
瓜
の
色
や
な

だ
ら
か
で
や
さ
し
い
曲
線
が
美
し

く
、
そ
れ
を
絵
に
す
る
こ
と
で
、
人

の
心
を
癒
し
た
い
と
思
っ
て
描
き
ま

し
た
。
制
作
は
デ
ッ
サ
ン
か
ら
完
成

ま
で
３
か
月
を
要
し
ま
し
た
。

◎
画
家
と
し
て
和
田
画
伯
の
絵
画
か

　
ら
感
じ
る
こ
と
は
？

　

子
ど
も
の
頃
、
垂
水
小
学
校
の
講

堂
に
和
田
画
伯
の
絵
が
飾
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す

（
こ
の
絵
は
垂
水
大
空
襲
で
焼
失
）。

和
田
画
伯
の
作
品
か
ら
は
や
さ
し
さ

と
ま
じ
め
さ
を
感
じ
ま
す
。
文
献
に

よ
る
人
柄
が
そ
の
ま
ま
絵
に
表
現
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
明

治
の
時
代
の
日
本
に
お
け
る
洋
画
文

化
の
黎
明
期
を
支
え
ら
れ
た
功
績
は

と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。

◎
井
口
さ
ん
に
と
っ
て
絵
画
と
は
？

　

と
て
も
大
き
な
質
問
で
す
ね

（
笑
）。
私
に
と
っ
て
絵
を
描
く
こ
と

は
生
活
そ
の
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
主
人
と
力
を
合
わ
せ
て
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

井
口
さ
ん
は
ご
主
人
の
英
二
さ
ん

と
２
人
暮
ら
し
。
英
二
さ
ん
は
元
プ

ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
で
井
口
さ
ん
が
描
か

れ
る
絵
の
被
写
体
を
今
で
も
撮
影
さ

れ
て
お
り
、
絵
画
に
関
す
る
知
識
も

豊
富
で
、
ご
夫
婦
が
２
人
３
脚
で
絵

画
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
取

材
中
も
仲
睦
ま
じ
い
ご
夫
婦
に
接

し
、
ま
さ
に
絵
に
描
い
た
よ
う
な
幸

せ
な
ご
夫
婦
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

▲愛用の絵の具はオランダ製

▲奨励賞受賞作品「冬瓜」
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同
じ
く
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
鶴
田

公
人
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◎
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ン

ク
ー
ル
で
の
受
賞
は
今
回
が
初
め
て

で
し
た
。
絵
を
描
き
な
が
ら
不
安
に

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
確
信
で
き
ま
し
た
。
山
登

り
に
例
え
る
な
ら
ば
、
不
安
な
が
ら

に
登
山
道
を
歩
い
て
い
る
中
で
、
道

標
を
見
つ
け
た
感
覚
で
す
。

◎
今
回
の
作
品
へ
の
思
い
を
ど
う
ぞ
。

　

全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
垂
水
市

の
産
業
や
特
産
品
の
「
力
強
さ
」
を

表
現
し
ま
し
た
。
実
物
の
色
を
そ
の

ま
ま
描
写
す
る
の
で
は
な
く
、
私
が

感
じ
る
色
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

◎
画
家
と
し
て
和
田
画
伯
の
絵
画
か

　
ら
感
じ
る
こ
と
は
？

　

幼
少
期
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好

き
で
し
た
。
同
郷
の
偉
大
な
画
家
を

身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
思
春
期

に
自
分
を
表
現
す
る
方
法
を
「
絵
」

だ
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
の
も
和
田

画
伯
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

 
昭和 27 年垂水市柊原生まれ。幼少期から絵を描くことが好き
だった。平成 24 年１月に垂水の絵画教室へ参加。画風は油絵
の自然風景で、現場で感動したものを絵で表現するスタイル。
昨年第 60 回県美展で入選、受賞は今回が初めて。

◎
鶴
田
さ
ん
に
と
っ
て
絵
画
と
は
？

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
日
常
生

活
に
追
わ
れ
、
長
い
間
、
絵
を
描
く

こ
と
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
は
、
美
術
館
や
展
覧
会
に
足

し
げ
く
通
い
、
感
性
を
養
っ
て
き
た

つ
も
り
で
す
。
５
年
前
、
怪
我
の
た

め
仕
事
を
退
職
し
ま
し
た
。
と
て
も

残
念
で
し
た
が
、
今
で
は
若
い
頃
か

ら
の
夢
が
実
現
し
、
趣
味
を
同
じ
く

す
る
仲
間
と
の
輪
も
広
が
り
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
人
物
像
を
描
き
た
い
と
話

す
鶴
田
さ
ん
。
そ
の
時
は
い
つ
も
支

え
て
く
れ
る
家
族
を
描
け
た
ら
な
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
感
性
が
家

族
の
幸
せ
を
包
み
込
ん
で
い
ま
す
。

▲母の肖像（同居するお母様）

特集　郷土の偉人・和田英作画伯

▲奨励賞受賞作品「静物」
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今回、審査委員長を務められた葛迫幸平さんに本コンクー
ルの総評と和田画伯についてお話を伺いました。

◎
今
回
の
総
評
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ひ
と
言
で
言
う
と
、
と
て
も
レ
ベ

ル
が
高
い
コ
ン
ク
ー
ル
で
し
た
。
受

賞
作
品
の
選
定
も
難
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
絵
に
携
わ
り
描
い
て
い

る
人
の
中
に
は
、
和
田
画
伯
が
本
市

出
身
者
で
あ
る
事
実
を
知
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
こ
と
か
ら
も
、

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
は
大
き
な

意
義
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◎
和
田
画
伯
に
想
う
こ
と
は
？

　
《
渡
頭
の
夕
暮
れ
》（
Ｐ
11
）
が
本

当
に
好
き
で
す
ね
。
明
治
に
描
か
れ

た
こ
の
作
品
か
ら
は
時
代
性
を
感
じ

ま
す
。
夕
暮
れ
時
、
子
ど
も
が
遠
く

を
指
さ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
先
に

希
望
の
光
を
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
ま

る
で
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
激
動

の
時
代
か
ら
日
本
の
夜
明
け
を
予
感

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
富
士
薔

薇
太
郎
と
称
さ
れ
る
和
田
画
伯
の
作

品
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
画
風
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、《
渡
頭
の
夕

暮
れ
》《
お
う
な
》
と
い
っ
た
作
品

に
は
心
象
風
景
と
し
て
の
大
き
な
魅

力
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

◎
市
民
の
み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

絵
を
描
く
こ
と
も
そ
う
で
す
が
、

ま
ず
は
美
術
館
や
展
覧
会
で
本
物
の

作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
絵
を
好
き
に
な
っ
て
、

描
い
て
く
れ
た
ら
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
来
年
は
、
国
民
文
化
祭
が

本
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
垂
水
市
で

は
、
和
田
英
作
・
和
田
香
苗
記
念
全

国
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
郷
土
の
偉
人
を
敬
い
、
全
国
に

和
田
英
作
画
伯
の
ふ
る
さ
と
垂
水
市

か
ら
絵
画
の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲葛迫氏が描いた「猿ヶ城渓谷」
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　　  第２回和田英作・和田香苗記念絵画
　　  コンクール、今年は 11 月開催です！

　平成 26 年度に開催予定の第２回和田英作・和田香
苗記念絵画コンクールは、11 月に開催予定です。
■作品募集開始　　平成 26 年６月
■表彰式・開場式　11 月 23 日（日）
■開催期間　　　   11 月 23 日（日）～ 12 月 7 日（日）
※期日は全て予定です。

　　   和田英作展 - 絵と資料でたどる -
　　   鹿児島市立美術館で今年開催される！

　館所蔵の主要作品や、スケッチブック、壁画の下絵、
雑誌の表紙絵といった関連資料を展示し、画家の幅
広い活動と創作の過程をご紹介する小企画展です。
■開催期間　２月 11 日（火）～３月 30 日（日）
■会場住所　鹿児島市城山町 4 番 36 号
◎お問い合わせ　鹿児島市立美術館☎ 099-224-3400

　　  和田香苗（かなえ）画伯は、
　　   和田英作画伯の弟です。

　明治 31 年、父・秀豊、母・トヨの三男として誕生
しました。長兄は和田英作画伯になります。香苗画伯
は、東京美術学校を卒業後、東京高等工芸学校、千
葉大学教授、工学院大教授、光風会会員を歴任。昭
和 49 年秋に鹿児島市で開催された「和田英作誕生百
年展」や昭和 49 年 11 月に垂水市で開催された「和
田英作・香苗展」に貢献しました。「二重橋」、「家族
の肖像」等多くの作品を残され、桜島や紫陽花、薔
薇を好んで描き、肖像画も巧みで垂水市内に残され
た作品も多いそうです。昭和 52 年６月、79 歳で逝去
しました。下の作品は、香苗画伯が描かれた「写生
をする英作（三保海岸にて）」（昭和 27 年１月）。

特集　郷土の偉人・和田英作画伯

　

体
育
会
系
で
育
っ
た
私
は
、
こ
れ

ま
で
絵
画
の
よ
う
な
文
化
芸
術
に
触

れ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
ワ
ダ
コ
ン
の
展

覧
会
を
見
て
、衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

「
な
ん
と
心
が
安
ら
ぐ
の
だ
ろ
う
。」

同
時
に
、「
な
ぜ
今
ま
で
こ
の
素
晴

ら
し
さ
に
気
付
か
な
か
っ
た
ん
だ
ろ

う
。」
と
。
取
材
し
た
画
家
の
皆
さ

ん
か
ら
、
と
て
も
丁
寧
に
対
応
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。心
の
美
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

近
代
絵
画
の
原
点
に
私
た
ち
と
郷
土

を
同
じ
く
す
る
偉
人
「
和
田
英
作
画

伯
」
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
心
安
ら

ぐ
ひ
と
時
を
つ
な
ぐ
「
絵
」。
私
た

ち
は
、
そ
の
芸
術
を
身
近
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
和
田
画
伯
の
残

さ
れ
た
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
そ
れ

を
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回
の

取
材
で
も
っ
と
絵
の
こ
と
が
知
り
た

く
な
り
ま
し
た
。
よ
し
っ
！
明
日
、

ク
レ
パ
ス
を
買
い
に
行
こ
う
！　
　

　
　
　
　
　

 

担
当
：
総
務
課  

秘
書
広
報
係  

迫
田
和
文

要
ﾁｪｯｸ
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鹿児島市立美術館
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新しい民生・児童・主任児童委員が任命されましたのでご紹介します。

※民生委員・児童委員は、市町村の区域において、住民の立場に立って相談に応じ、必要な

　援助を行うなど福祉推進のリーダーとして活動する民間の奉仕者で、人格見識共に高く、広く社会の

　実情に通じ、かつ、社会福祉の増進に熱意のある人の中から、知事の推薦によって厚生労働大臣が委

　嘱することになっています。

民 生 委 員
児 童 委 員

垂水市58人の

◎民生委員・児童委員のマーク→
　現在のマークは昭和 35 年に公募で選ばれたも

のです。幸せのめばえを示す四つ葉のクローバー

をバックに、民生委員の「み」の文字と児童委

員を示す双葉を組み合わせ、平和のシンボルの

鳩をかたどって、愛情と奉仕を表しています。

髙野　春人
柊原下

上市之園・下市之園

大迫　ヒロ子
下中村・上中村

比良・西比良

大迫　理美子
江良迫

下比良・上比良

岩元　勇男
並松・下東
上東・西中

岩元　和子
西二・西一
新生・錦町

北方　賢二

尾迫・葛迫

川崎　周子
下俣江・上俣江

芝原

城ノ下　八郎
上馬場・上中馬場

下中馬場

倉岡　鈴子

黒瀬・港

大迫　ちづ子

上松原・下松原

中村　三枝子

潮彩町

若狹　小夜子
旭町・下宮

県営下宮団地

下瀬　眞由美

上・下原田

町田　妙子

本町・栄町・下町

上村　ひとみ

敷根町・早馬

前田　ノリ子

上町・下福町

田中　クニ子

上犬之馬場・蛸迫

新福　よし子
上後馬場・下後馬場

平之町

宮ヶ原　節子
感王寺・大浜上
大浜中・大浜下

小牟田　哲司

田中川内

小谷　まさ子
小谷

浦川内上・浦川内下

上田　正輝

大都・諏訪下

岩元　明
諏訪上

宮脇上・宮脇下

新 城 地 区

柊 原 地 区垂 水 地 区

垂 水 地 区 の つ づ き

垂 水 地 区 の つ づ き

楢木　忍

高塚・麓上・麓下
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北迫　千代子
中元垂水２区

上元垂水１・２区

平川　洋子

内ノ野・新光寺・井川

鳥原　臣平

段・上馬込・下馬込

小畑　廣

今川原・本高城・田畑

川南　いく子
上水之上

下水之上・牧

山ヶ城　良子

上本城・下本城

宮下　康

大野原

竹澤　サダ子

垂桜・駒ヶ丘

瀬⻆　健一郎
脇田１・脇田２
瀬角１・瀬角２

瀬脇　末廣

温泉場・飛岡

中濵　文子

中浜・上ノ原

今村　義弘

岳野

天野　信道

二川

津曲　弘子

深港・浮津・高野

森　緑
川下

上芦戸・下芦戸

浜田　としえ

上園・大園・松尾

中谷　いつみ

新城・柊原

髙橋　理枝子

垂水・水之上・大野

才原　ちか子
協和・松ヶ崎

牛根・境

森　早也子

田村・中村・中園

後迫　順子

浜１・浜２・上ノ中

川畑　里美

西和田・東和田・崎山

坪内　進作

下園・松元

川原　滿紀子

恵比須・大浜・源園

篠原　カツ子

岡・迫田・脇登・小浜

村山　美登里

牛根麓

森木田　ひふみ
大中野・小中野

上ノ村

山之口　純子
上ノ宮・上新御堂・下新御堂

水之上団地・水之上定住

内藤　律子
錦江町・県営住宅

錦江町定住促進住宅

間庭　榮子

城山団地

野元　悦子

野久妻・田上

篠原　まち子

上市木・中市木

永吉　たよ子

下市木１・２・３区

小野　展弘
下元垂水１・２区

中元垂水１区

水 之 上 地 区

大 野 地 区

松 ヶ 崎 地 区

境 地 区

主 任 児 童 委 員

協 和 地 区

牛 根 地 区

◎問い合わせ先

　保健福祉課地域福祉係☎内線 125

※鹿児島県内の
　民生委員・児童委員定数　4180 人

垂 水 地 区 の つ づ き

協 和 地 区 の つ づ き
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◎撮影／総務課秘書広報係　
◎撮影日／平成 25 年 12 月 12 日（木）　
◎撮影場所／猿ヶ城渓谷森の駅たるみず

一番星が輝くなか、猿ヶ城渓谷森の駅たるみずに
煌々と光が灯り始めました。森の駅は年中無休。
冬はお得な割引料金（土祝日前日除く。）や温泉、
お鍋がお楽しみいただけます。ご家族やお友達な
どお誘い合わせの上、是非ご利用ください。今年
の冬は、森の駅で温まろう！
写真 DATA　F 値 3.5 ／露出 1 秒／ ISO400

冬の青と猿ヶ城渓谷森の駅たるみず
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　　  垂水市漁協養殖業者会
　　  年末恒例！カンパチのプレゼント
　12 月 18 日（水）と 19 日（木）、年末恒例となってい
る垂水市漁協養殖業者会から市内４か所の福祉施設（コ
スモス苑、華厳園、恵光園、城山学園）へのカンパチ「海
の桜勘」プレゼントが行われました。この取組は、13 年
前から実施されており、今回は全 15 本のカンパチがプレ
ゼントされました。養殖業者会の和田秀治会長は、「毎年、
皆さんの元気な顔が拝見できるこの機会を私たちはたい
へん楽しみにしています。多くの皆さんの笑顔が私たちの
何よりの励みになります。この取組を今後も続けていきた
いと思っています。」と話されていました。

３

↑恵光園での様子

　　  明日へスマッシュ！全国大会へ！
　　  垂水キッズ ST スポーツ少年団
　１月 12 日（日）、東開コートで第 13 回全国小学生ソフ
トテニス鹿児島県予選が開催され、垂水キッズ ST スポー
ツ少年団（井之上浩監督、コーチ３人）の２組が全国大会
へ、１組が入賞の好成績を収めました。初めて全国大会に
出場する寺田貴哉・川上峻玄ペアは「悔いが残らないよう
に思い切りプレーしたいです。」と闘志あふれる表情で話
してくれました。今後のご活躍をお祈りいたします！

■成績　６年女子シングルス　準優勝　寺田萌乃佳
　　　　４年男子ダブルス　　第３位　寺田貴哉・川上峻玄　
　　　　６年男子シングルス　第３位　海陸航希

２

※全国大会は３月に千葉県で開催されます。応援よろしくお願いします！

　　  祝！第 20 回たるみず U-10
　　  サッカー大会、盛大に開催！
　１月 11 日（土）と 12 日（日）の２日間、垂水中央運
動公園等で「第 20 回たるみず U-10 サッカー大会（主催：
垂水市商工会、同青年部）」が開催され、県内外の 64 チー
ムが参加しました。開会式では入場行進に続き、KK 垂水
立志サッカースポーツ少年団の小野颯士朗主将（協和小４
年）が「今年ブラジルで開催されるサッカーワールドカッ
プ日本代表選手のように正々堂々プレーすることを誓い
ます。」と力強く選手宣誓を行いました。本市からは同チー
ムと垂水サッカースポーツ少年団が出場しました。また、
鹿実サッカー部のサッカー教室も開催されました。

１
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　1 月 5 日（日）、垂水市文化会館において「平成 26 年垂水市成人式」が開催されました。今年は、平成 5 年 4 月 2 日から
平成 6 年 4 月 1 日までに生まれた 169 名の方が新成人となり、そのうち 139 名（男性 77 名、女性 92 名、出席率 82.2％）が
式典に出席しました。会場は、艶やかな晴れ着に身を包んだ新成人で賑わい、若さとエネルギーに満ち溢れていました。新
成人の皆さん、おめでとうございます。ふるさと垂水への誇りを胸に、さらなる飛躍を遂げられることを期待しています！

　　  平成 26 年垂水市成人式が晴れやかに開催されました！４

　　  垂水吹奏楽団が結成されました！
　　  あなたも一緒に音楽を奏でましょう！
　11 月 23 日（土）、瀬戸口藤吉翁の生誕地である垂水市に、
市民参加型の吹奏楽団をつくろうと「垂水吹奏楽団」が結
成されました。メンバーは垂水市在住者や出身者を中心
に、１月現在 20 人が登録しています。団長の田中敏昭さ
ん（潮彩町）は、「音楽文化の定着や演奏による地域貢献で、
地元に愛される団体にしていきたいです。」と話していま
した。同団は垂水市市民館で第２・第４土曜日の 18 時か
ら 20 時まで練習しており、３月には演奏会も予定されて
います。また、団員の募集も行っています。詳しいお問い
合わせは、tarumizubrass@yahoo.co.jp までお願いします。

６ 　　  垂水メジャーボーイズ
　　  大崎大会で今季初優勝！
　12 月 20 日（金）、軟式野球少年団の垂水メジャーボー
イズ（永田健悟監督）が、市長室を表敬訪問しました。同
チームは、12 月８日（日）に大崎町で開催された、第 8
回学童軟式野球大崎大会において、今季初優勝を飾りまし
た。１、２回戦を勝ち抜き、迎えた準決勝。リードされる
苦しい展開も、見事に逆転勝ち、決勝では投打がかみ合
い、輝北軟式野球スポーツ少年団に 4 － 1 で勝利しまし
た。小野航生主将（垂水小６年）は、「初めて優勝できて
うれしかったので、これからも優勝できるように頑張りま
す！」と話してくれました。球児達！これからもキバレ！

５
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　　  健やかな成長を祈念いたします。
　　  垂水校区合同七草祭り
　１月７日（火）、市民館で垂水校区合同七草祭り（主催：
垂水校区振興会連絡協議会、垂水地区社会福祉協議会、垂
水地区公民館）が開催されました。今回の対象者は同校区
に在住する 49 人。紋付き袴や色とりどりの着物を着た子
どもたちは、主催者のお祝いに対して元気よく返事をする
など、とてもかわいらしい様子でした。また、最後の写真
撮影では保護者のみなさんが我が子の晴れ姿を撮影しよ
うと必死にシャッターを切る姿が多く見られました。保護
者代表は、「地域のみなさんの支えていただきながら、こ
の子たちを立派に育てていきたいです。」と話されました。

　　  伝統行事「壁うっくじぃ」
　　  新婚さんの幸せを願い、開催！
　１月 14 日（火）、柊原地区で壁うっくじぃが開催され
ました。これは、同地区公民館から南に残る伝統行事で、
新婚夫婦の家の庭に作られた壁（木杭をかずらで組み立て
たもの）を、柊原小の児童による掛け声とともに壊すこと
で、その家庭の子孫繁栄や結婚に伴う見えない壁を壊す意
味が込められています。対象となった永田保敦さん・明日
香さん夫婦は「子どもたちからいっぱい元気をもらいまし
た。幸せな家庭を築きます。」と話してくれました。また、
参加した６年生女子児童は「壁がなかなか崩れず大変でし
たがいい思い出になりました。」と話してくれました。

　　  110 番の日にちなみ水之上小学校で
　　  不審者対策等訓練が開催されました。
　１月 10 日（金）、水之上小学校で不審者が学校に侵入
したという想定で、この日の語呂合わせで 110 番の実技
訓練が開催されました。訓練は、垂水幹部派出所、県警察
本部、航空隊の協力により、不審者の侵入を教頭先生が
110 番通報し、警察官が取り押さえる形で実施されました。
また、全校児童に対して 110 番の正しい使い方も説明さ
れました。川畑理桜さん（６年）は、「訓練でしたが、恐
怖を感じました。多くの人に守られていることが分かりま
した。」と話してくれました。訓練には県警ヘリ「はやと」
が飛来し、激励のメッセージを届けてくれました。

９

10

７

　　  恵光園グループホームさくらの里
　　  地域と連携して門松作り
　12 月 20 日（金）、恵光園グループホームさくらの里に
おいて、新年を迎えるにあたり「門松作り」が実施されま
した。今回の門松作りは、地域の方々から必要な材料（松、
竹、南天等）をすべて提供いただいたとのこと。製作には
利用者も交代で作業にあたり「もう正月やな」「立派にで
きたな」などの言葉が聞かれ、新年を迎える喜びで笑顔が
溢れ、飾られた玄関先は一気に賑わいと華やいだ景色とな
りました。作業後は、関係者でお茶を飲みながら、門松に
関する話を聞いたり、子供たちの愛らしい様子に目を細め
たりと楽しいひと時を過ごされていました。

８

防犯器具を手にした先生方が不審者の侵入を防ぐ様子と県警ヘリ「はやと」
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　　  スポーツチャンバラ自道館垂水支部
　　  各大会で活躍しました！
　スポーツチャンバラ自道館垂水支部のみなさんが、各大
会で好成績を残しました。選手を代表して平良武蔵君（垂
水小１年）は、「次は金メダルがとれるように、お父さん
と家でも練習してがんばります。」と話してくれました。

第 22 回全九州スポーツチャンバラ選手権大会（11/3、熊本市）
■基本動作　
　小学１・２年　　準優勝　平良武蔵　※小太刀と長剣で３位
■小太刀
　幼年　　　　　　　優勝　武内陽希　※基本動作と長剣で準優勝
■団体戦
　小学低学年　　　準優勝　宮之原佑一、武内凛翔、平良武蔵
　中学生　　　　　　３位　松元剛琉、岩下陽、西美咲

第 67 回全国レクリエーション大会兼
第 17 回福岡県スポーツチャンバラ選手権大会（10/27、福岡県）
■基本動作　三段以上　　　準優勝　井川繁樹

第７回大隅地区スポーツチャンバラ交流大会（12/1、垂水市）
■小太刀
　幼年～小学３年　　優勝　原畠大虎　３位　武内凛翔
　中学生～一般　　　優勝　井川龍居
■長剣
　幼年～小学３年　敢闘賞　原畠大虎
　小学４～６年　　準優勝　原畠寛太
　中学生～一般　　　優勝　井川龍居　３位　平良好弘
■異種
　幼年～小学３年　　優勝　宮之原佑一　準優勝　平良武蔵
　　　　　　　　　　３位　原畠大虎　　敢闘賞　武内陽希　
　小学４～６年　　準優勝　原畠寛太
　中学生～一般　　　３位　上船友弘　　敢闘賞　武内斉治
■サバイバル
　無差別　　　　　　優勝　原畠大虎
■グランドチャンピオン戦　優勝　井川龍居　３位　宮之原佑一

13

上：全九州、下：大隅大会終了の記念写真

　　  垂水市老人クラブ連合会
　　  市内福祉施設へタオルを寄贈！
　12 月 20 日（金）、垂水市老人クラブ連合会が市内の福
祉施設（華厳園・恵光園）へタオルを寄贈しました。同連
合会は、高齢者が楽しく明るい生活を通じて、社会福祉の
発展に寄与することを目的に、市内在住のおおむね 60 歳
以上の方々で構成されています。「健康・友愛・奉仕」の
３本柱を中心に活動しており、今回はその一環として同連
合会女性委員（竹澤サダ子委員長）が中心となって会員へ
声かけし、自宅で眠っている新しいタオルを集めて、代表
の方々が直接届けられました。同会では、今後もこの活動
が継続できるよう全員で協力していきたいとのことです。

12

　　  中濵美穂さん（鹿屋中央高校３年生）
　　  アンサンブルコンテストで金賞！
　12 月８日（日）、中濵美穂さん（鹿屋中央高３年、田神
在住）が、姶良市で開催された第 40 回鹿児島県アンサン
ブルコンテスト高校の部で、同校吹奏楽部のクラリネッ
ト４重奏の奏者として金賞に輝き、県代表として九州大会

（２月、福岡県）へ出場することになりました。中濵さん
は「受賞した瞬間、チームを編成する後輩と抱き合って喜
びました。九州大会は高校生活最後の大会になります。支
えてくれた方々への感謝の気持ちを胸に、今までやってき
た音楽を九州の方にお届けしたいです。」と話してくれま
した。仲間と最高のアンサンブルを奏でてくださいね！

11
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さらっと見落としがちな「お知らせ」。
でも大事な情報が詰まっています！見逃さないで！

～今月、特に注目のインフォメーションはこの６つ！～

見逃せない

催物・イベント
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春
を
呼
ぶ

　
　

垂
水
土
人
形
展

　

垂
水
の
本
町
商
店
街
は
、
江
戸
時

代
、
垂
水
島
津
家
の
御
用
商
人
と
し

て
栄
え
、
今
で
も
縁
の
品
々
が
眠
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
品
々
に
光
を

当
て
、
垂
水
の
観
光
に
活
か
す
こ
と

を
目
的
に
、
昨
年
か
ら
「
垂
水
土
人

形
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
土
人
形
の
ほ
か
、
明
治
大
正

の
女
性
た
ち
の
思
い
が
こ
も
っ
た
着

物
に
も
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
ま
す
。

■
開
催
　
２
月
21
日（
金
）～
28
日（
金
）

■
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

川
畑
秀
夫
さ
ん
宅
（
南
銀
駐

　
　
　
　

車
場
国
道
向
・
の
ぼ
り
目
印
）

■
内
容
　
人
形
展
示
販
売
、
物
販

■
入
場　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
垂
水
市
観
光
協

会
☎
32

－

８
８
３
９

春を呼ぶ
垂水土人形展

市税等における
延滞金等の割合改正

詳しくは下ページ→

詳しくは 30 ページ→

消費生活相談員を
募集しています！

パブリックコメント
を募集しています！

詳しくは 29 ページ→

詳しくは 33 ページ→

26 年度垂水市臨時
職員登録申込

消費税増税に伴う
垂水市手数料の変更

詳しくは左ページ→

詳しくは 31 ページ→

鹿
児
島
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
会

　

平
成
25
年
度
の
特
選
・
入
選
作
品

30
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
垂
水
市
か
ら
は
垂
水
小
学
校

４
年
生
の
有
馬
陽
生
さ
ん
の
作
品
が
、

入
選
作
品
と
し
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

■
開
催　

２
月
15
日（
土
）～
21
日（
金
）

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館
ロ
ビ
ー

■
入
場　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
課
計
画
調

整
係
☎
内
線
２
４
６

第
23
回
お
お
の
探
検
隊

　

キ
ャ
ン
プ
テ
ー
マ
は
「
食
」。
お
菓

子
作
り
な
ど
、
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
に

な
る
こ
と
、
間
違
い
な
し
！

■
開
催　

３
月
15
日（
土
）～
16
日（
日
）

■
対
象　

小
学
校
１
～
６
年
生 

■
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

■
料
金　

２
０
０
０
円
（
保
険
含
む
）

■
内
容　

お
菓
子
作
り
、
テ
ン
ト
設

営
、
高
峠
ハ
イ
キ
ン
グ
等

■
申
込
期
間　

２
月
17
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

３
月
７
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
大
野
自
然
学
校

☎
32

－

０
１
５
６

１
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４市広域連帯企画！

錦江湾
奥会議
鹿児島市・霧島市・姶良市
の 催 物 も お 届 け！

※
休
憩
時
間
有

※
一
般
事
務
補
助
員
以
外
の
職
種
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
険
・
雇
用
保
険

　

勤
務
時
間
・
雇
用
期
間
が
加
入
基
準

を
満
た
す
場
合
は
資
格
取
得
し
ま
す
。

■
登
録
有
効
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

　

※
登
録
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法

　
「
平
成
26
年
度
垂
水
市
臨
時
職
員
登

録
申
込
書
」
に
写
真
貼
付
の
上
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
申
込
は
随
時
受
付
）

※
申
込
書
は
、
市
総
務
課
職
員
係
に

用
意
し
て
あ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課
職
員
係

☎
32

－
１
０
９
７

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

平
成
26
年
度
県
営
住
宅
の
空
き
家

待
ち
順
位
登
録
の
申
込
・
受
付
を
行

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
住
宅

①
垂
水
市
内
：
県
営
垂
水
団
地

　
　
　
　
　
　

県
営
下
宮
団
地

②
鹿
屋
市
内
：
県
営
西
原
・
寿
団
地

　
　
　
　
　
　

ほ
か
10
団
地

③
錦
江
町
内
：
県
営
タ
ウ
ン
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

ハ
ウ
ス
城
元
団
地

■
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

　

２
月
３
日
（
月
）
～
24
日
（
月
）

■
抽
選
日
時
　
３
月
６
日
（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
県
営
住
宅
指
定

管
理
者
（
株
）
南
日
ホ
ー
ム
鹿
屋
支

店
☎
40

－

９
６
２
０

募
集

　
　

26
年
度
垂
水
市
臨
時

　
　

職
員
登
録
申
込
み

　

平
成
26
年
度
垂
水
市
臨
時
職
員
の

登
録
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
採
用

　

登
録
者
の
中
か
ら
、
必
要
に
応
じ

て
各
担
当
課
が
随
時
選
考
の
上
、
連

絡
し
採
用
し
ま
す
。
登
録
期
間
中
に

採
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

採
用
さ
れ
な
い
場
合
は
連
絡
等
を
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
募
集
職
種
等

①
職
種　

一
般
事
務
補
助
員

②
賃
金　

日
額
５
８
０
０
円

③
勤
務
時
間　
（
原
則
）
月
～
金

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

垂
水
市
奨
学
資
金
奨
学
生
募
集

■
募
集
期
間
（
期
日
厳
守
）

　

３
月
３
日
（
月
）
～
31
日
（
月
）

■
応
募
資
格

①
垂
水
市
に
満
３
年
以
上
居
住
し
て

い
る
人
の
子
ど
も

②
高
校
・
高
専
（
貸
与
額
以
上
の
授

業
料
を
支
払
う
場
合
）、
大
学
（
短
期

大
学
・
専
門
学
校
）
に
進
学
す
る
人

の
中
で
、
学
業
・
人
物
が
優
秀
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に

よ
っ
て
修
学
困
難
な
人

■
貸
与
額

①
高
校
・
高
専
：
月
額
１
万
円

②
大
学
・
短
期
大
学
・
高
校
卒
業
後

　

の
専
門
学
校
：
月
額
２
万
５
千
円

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
学
校
教
育
課
☎

32

－

７
２
１
３

初
はつうまさい

午祭

2000 人の踊り連と花飾りや鈴で着
飾った「鈴かけ馬」が太鼓や笛のリ
ズムに合わせて踊ります。
◎ 2 月 23 日（日）／鹿児島神宮周
辺／観光課☎ 0995-45-5111

鹿児島市立美術館小企画展
和田英作展 ～絵と資料でたどる～

加治木初市

写実的で穏健な作風が魅力的な鹿児島
県垂水市出身の洋画家・和田英作。油
彩画に加え、壁画の下絵などを展示。
◎ 2 月 11 日（火）～ 3 月 30 日（日）
／鹿児島市立美術館☎ 099-224-3400

江戸時代から続く市。高尾野中の市、
川辺二日市と伴に県内三大市のひと
つ。特産品、苗木、竹製品などが並ぶ。
◎ 3 月 1 日（土）・2 日（日）／加治
木かもだ想い通り他／姶良市商工会
加治木支所☎ 0995-63-2295

２

↓
富
士
（
吉
田
よ
り
）【
部
分
】
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平
成
26
年
度
統
計
の
日

標
語
募
集

　

総
務
省
で
は
、「
統
計
の
日
（
10
月

18
日
）」
の
周
知
の
た
め
、
毎
年
ポ
ス

タ
ー
等
に
活
用
す
る
標
語
（
ス
ロ
ー

ガ
ン
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ

　
「
統
計
は
、
わ
た
し
た
ち
が
生
活
す

る
社
会
の
動
き
を
き
ち
ん
と
知
り
、

生
活
を
ゆ
た
か
に
す
る
た
め
に
と
て

も
大
切
な
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

統
計
調
査
に
協
力
す
る
こ
と
は
と
て

も
大
事
で
す
。」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

小
・
中
・
高
校
生
、
一
般
の
方

　

統
計
調
査
員
、
公
務
員

■
申
込
方
法　

１
人
５
作
品
ま
で

※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
先

①
小
・
中
・
高
校
生
、
一
般
の
方

　

総
務
省
政
策
統
括
官
室
ま
で
メ
ー

ル
、　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

②
統
計
調
査
員
、
公
務
員
の
方

　

各
自
治
体
の
統
計
主
管
課
ま
で
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
省
政
策

統
括
官
室
☎
０
３

－

５
２
７
３

－

１
１
４
４
／
垂
水
市
企
画
課
計
画
調

整
係
☎
内
線
２
４
６

ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

　

沖
縄
に
近
い
南
の
島
ヨ
ロ
ン
島
の

サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然
の
中

で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の

共
同
生
活
や
様
々
な
野
外
活
動
（
イ

力
ダ
作
り
、
さ
と
う
き
び
刈
り
、
洞

窟
探
検
な
ど
）
を
通
し
て
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
心
を
養
い
、
国
際
感
覚
を

身
に
付
け
る
第
一
歩
と
し
ま
す
。

■
期
間　

３
月
26
日
（
水
）
～

　
　
　
　

４
月
１
日
（
火
）
６
泊
７
日

■
場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

■
定
員　

小
学
２
年
生
～
６
年
生

※
日
本
人
小
学
生　

２
０
０
名

　

外
国
人
小
学
生　

１
０
０
名

■
申
込
期
限　

３
月
５
日
（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
財
団
法
人
国
際

青
少
年
研
修
会
☎
03

－

６
４
５
９

－

４
６
６
１

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
放
送
大
学　

テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
働

き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。

■
特
徴

①
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か

　

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目

　

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

②
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

　

持
ち
の
方
は
、
全
科
履
修
生
と
し

　

て
入
学
で
き
、
卒
業
す
る
と
、
学

　

士
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

③
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た

　

い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー

　

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
資
料
請
求　

無
料

■
出
願
期
限　

２
月
28
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
放
送
大
学
鹿

児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９

－

２
３
９

－

３
８
１
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制

高
等
学
校
生
徒
募
集

■
募
集
内
容　

平
成
26
年
度
高
等
学

　

校
普
通
科
（
３
年
制
）
生
徒
、
生

　

涯
学
習
通
信
講
座
受
講
生

■
出
願
期
間

①
高
等
学
校
普
通
科
推
薦
入
学

　

１
月
15
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

②
高
等
学
校
普
通
科
一
般
入
学

　

１
月
25
日
（
土
）
～
４
月
30
日
（
水
）

③
生
涯
学
習
通
信
講
座
　
通
年
申
込
み

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
☎

０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１

県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校
入
校
生
募
集

　

建
築
、
塗
装
、
配
管
、
庭
園
管
理

な
ど
を
習
得
し
、
住
宅
全
般
の
施
工

が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

■
科
目
　
建
築
科

■
応
募
資
格
　
公
共
職
業
安
定
所
に

　

求
職
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
雇
用

　

保
険
受
給
資
格
者
等

■
選
考
方
法　

筆
記
試
験
・
面
接

■
出
願
期
限　

２
月
24
日
（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
宮
之
城
高
等
技

術
専
門
校
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０
２
０
７

2 月 2 日（土）～ 22 日（土）にかけ
て全国で説明会が開催されます。詳
しくは HP でご確認ください！
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消費者問題に対する垂水市の考え方

　垂水市では市民の消費生活の安定と向上を目的として、昭和 48 年１月より「消費生活相談員」を配置し消費

者被害の救済・被害の未然防止のための啓発活動を推進してきました。その後、平成 23 年５月の消費者安全法

の施行と共に複雑化する消費生活に関する相談及び苦情に対し、適正かつ効率的に対応するために市役所内に

「消費生活センター（☎ 32-1295）」を設置して市民の皆様の安心安全な暮らしをサポートしております。

　年々、悪質業者の手口は複雑かつ巧妙化しており、消費生活相談件数も年々増加傾向にあるため、これから

も引き続き、地域の消費者の安心を確保するため、消費生活相談窓口の機能強化を図り、相談員の育成、被害

を未然に防ぐための啓発活動の推進、専任相談員の配置による相談体制の充実に全力で取り組んでいきます。

垂水市では
消費生活相談員を募集しています！

３

■募集人員　１名

■職務内容

①消費生活の苦情相談・データ整理（パソコン処理）

②消費生活の情報、資料等の収集と提供

③消費教育及び啓発　等

■募集資格（平成 26 年 4 月 1 日現在）

①年齢　昭和 39 年 4 月１日（50 歳）

　　　　～昭和 49 年 4 月 1 日（40 歳）

②相談員資格

・消費生活専門相談員の資格を有する方

・消費生活に関する知識のある方

　（消費生活アドバイザー・コンサルタント）

・資格を 2 年以内に取得可能な方

③市内居住者又は近隣市町で通勤可能な方

■勤務場所　垂水市消費生活センター

　　　　　　（垂水市市民相談サービス課内）

■勤務条件

①引継期間（平成 26 年度）

　勤務日数／月 18 日

　勤務時間／午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

　給　　与／市臨時職員に準ずる

消費生活相談員を募集します！

②正式採用（平成 27 年度以降）

　採用条件／消費生活専門相談員資格取得者

　勤務日数／市職員に準ずる

　勤務時間／午前 8 時 30 ～午後 5 時 15 分

　給　　与／垂水市の報酬に関する条例・規則による

■応募方法

①受付期間　2 月 10 日（月）～ 28 日（金）

　※郵送は、2 月 28 日（金）消印有効。

②提出書類

・履歴書 ( 写真添付 )

・資格を有する者については資格を確認できる書類

③提出先

　〒 891-2192　垂水市上町 114 番地

　垂水市役所別館（1 階）　

　垂水市消費生活センター（市民相談サービス課内）

■選考方法　書類審査・面接

　※面接期日　平成 26 年 3 月中旬予定

　　日時、場所については、後日通知します。

◎問い合わせ先

　市民相談サービス課　相談サービス係

　☎０９９４－３２－１２９５（直通）

消費生活問題に
全力で

取り組んで
いきます！
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相
談

所
得
税
等
の
申
告
相
談

　

南
九
州
税
理
士
会
鹿
屋
支
部
で
は
、

所
得
税
・
消
費
税
の
申
告
相
談
、
確

定
申
告
の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
近
く
の
税

理
士
事
務
所
に
お
電
話
で
ご
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
相
談
会
場
　
各
税
理
士
事
務
所

　

※
鹿
屋
支
部
に
は
、
24
名
の
税
理

　

士
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

　

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

■
相
談　

無
料

■
に
せ
税
理
士
に
ご
用
心
！

　
「
に
せ
税
理
士
」
は
法
律
に
違
反
し

て
い
ま
す
。
税
務
署
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
や
調
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
も
、「
に
せ
税
理
士
」
は
あ
な
た
に

代
わ
っ
て
答
え
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

な
い
な
ど
、
結
果
的
に
あ
な
た
自
身
・

企
業
が
大
き
な
迷
惑
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
自
身
・
企
業

の
秘
密
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
南
九
州
税
理
士

会
鹿
屋
支
部
（
支
部
長
：
竹
之
内
德
嗣
）

☎
52

－

０
８
１
０

お
知
ら
せ

平
成
26
年
第
１
回

定
例
会
会
期
日
程

　

平
成
26
年
垂
水
市
議
会
第
１
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
は
、

議
会
傍
聴
席
入
口
の
受
付
簿
に
住
所
・

氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
で
、
ど
な
た

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
本
会
議
は
午

前
10
時
か
ら
、
一
般
質
問
は
午
前
９

時
30
分
か
ら
開
会
予
定
で
す
。
日
程

は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
会
期
日
程

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
☎
内
線
３
５
８

　
　

市
税
等
に
お
け
る

　
　

延
滞
金
等
の
割
合
改
正

　

国
税
に
お
け
る
延
滞
金
等
の
割
合

改
正
に
合
わ
せ
、
平
成
26
年
１
月
１

日
以
後
の
市
税
等
の
延
滞
金
と
還
付

加
算
金
の
割
合
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
税
務
課
管
理
収

納
係
☎
内
線
１
３
２
・
１
３
６

国
民
年
金
保
険
料

２
年
前
納
ス
タ
ー
ト
！

　

平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替
分

よ
り
、割
引
額
の
大
き
い
「
２
年
前
納
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

■
２
年
前
納
の
メ
リ
ッ
ト

①
２
年
間
で
約
１
か
月
分
（
１
万
４
千

　

円
程
度
）
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

②
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年
の

　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
る
。

■
注
意
点

①
口
座
振
替
の
み
利
用
可
能
で
す
。

②
４
月
末
の
口
座
振
替
の
申
込
み
は

（
１
年
前
納
も
含
め
て
）
２
月
末
ま
で
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
屋
年
金
事
務

所
☎
42

－

５
１
２
１

第
34
回
ラ
ン
ニ
ン
グ
桜
島

大
会
の
交
通
規
制

■
規
制
日　

２
月
23
日
（
日
）

■
交
通
規
制

①
桜
島
袴
腰
交
差
点
か
ら
桜
島
二
俣

港
退
避
舎
：
午
前
10
時
～
午
前
11
時

②
桜
島
赤
水
三
差
路
か
ら
Ａ
コ
ー
プ

桜
島
店
下
付
近
：
午
前
９
時
45
分
～

午
前
11
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
同
事
務
局
☎

０
９
９

－

２
８
５

－

２
２
４
４

延滞金・還付加算金 地方税法（A）特例基準割合（B）加算割合（C）割合（D=B+C）

延滞金
納期限１か月経過後 14.6% 1.9% 7.3% 9.2％

納期限後１か月以内 7.3% 1.9% 1.0% 2.9％

還付加算金 7.3% 1.9％ ― 1.9％

■改正のポイント（下記表と見比べながらお読みください。）

市税等の「延滞金」と「還付加算金」の割合は、地方税法（A）により決まっていますが、租

税特別措置法に基づき、現在特例の割合が適用されています。「延滞金」の割合は、「特例基準

割合（B）」と「加算割合（C）」の「合計割合（D）」となります。また「還付加算金」の割合は、

「特例基準割合（B）」と同じ割合となります。平成 26 年中の割合は、下のとおりです。

４

日付 内容
2 月 17 日（月） 議会運営委員会
2 月 21 日（金） 本会議
2 月 26 日（水） 産業厚生委員会
2 月 27 日（木） 総務文教委員会
3 月 4 日（火）～５日（水） 総括質疑・一般質問
3 月 6 日（木） 産業厚生委員会
3 月 7 日（金） 総務文教委員会
3 月 10 日（月）～ 12 日（水） 予算特別委員会
3 月 14 日（金） 予算特別委員会
3 月 19 日（水） 議会運営委員会
3 月 20 日（木） 本会議
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１上水道・簡易水道料金の改定

　上水道・簡易水道料金については、下表のとおり

改定いたします。また、これに伴い基本料金（税込）

と水量料金（税込）の合計額で算定する内税方式か

ら、基本料金と水量料金の合計額に消費税率（8％）

を乗ずる外税方式に変更いたします。
〔例〕１か月に 30㎥使用した場合（口径 13mm）

　　   改定前：4,221 円→改定後：4,341 円（120 円増）

◎問い合わせ先　水道課業務係　☎内線 129・135

基本料金（1 か月につき・税込）

メーター口径 改定前（5%） 改定後（8%）

13mm 546 円 561.6 円

20mm 924 円 950.4 円

25mm 1,155 円 1,188 円

30mm 1,890 円 1,944 円

40mm 2,572.5 円 2,646 円

50mm 5,197.5 円 5,346 円

75mm 13,125 円 13,500 円

100mm 23,100 円 23,760 円
水量料金（１㎥につき・税込）

使用水量 改定前（5%） 改定後（8%）

10㎥まで 94.5 円 97.2 円

11㎥以上 20㎥まで 120.75 円 124.2 円

21㎥以上 30㎥まで 152.25 円 156.6 円

31㎥以上 183.75 円 189 円

　垂水市では、平成 26 年４月からの消費税増税に伴い、使用料等などの一部を改定することとなります。市民

の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。なお、使用料等の改定には条例改正を伴うものがあり、お知ら

せできる時期が異なることから、今月から３回にわたり、段階的にお知らせする予定でございます。また、市ホー

ムページからもご確認いただけます。

消費税増税に伴う
垂水市使用料等の改定について

〔第１弾〕

５

第１弾は
４つの改定を

お知らせ
いたします。

２漁業集落排水処理施設使用料の改定

　漁業集落排水処理施設使用料については、下表の

とおり改定いたします。

◎問い合わせ先　生活環境課施設管理係　☎ 32-1297

３垂水中央病院・コスモス苑利用料の改定

　垂水市立医療センター垂水中央病院や老人保健施

設コスモス苑において、室料差額や文書料など使用

料の一部を改定いたします。詳しくは、病院・コス

モス苑のスタッフにお尋ねください。
◎問い合わせ先　保健福祉課　病院老健係　☎内線 167

４土木関連使用料の改定

　土木に関する６つの使用料について、改定いたし

ます。不明な点につきましては、土木課までお尋ね

ください。

①河川使用料　②道路占用料　③漁港使用料

④公園使用料　⑤港湾使用料　⑥残土処分場使用料
◎問い合わせ先　土木課　管理用地係　☎内線 330

項目 改定前（5%） 改定後（8%）

基本料金 525 円 540 円

従量料金
（汚水料１㎥につき） 73.5 円 75.6 円
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福
祉

平
成
25
年
度

県
民
健
康
講
座

　

県
民
健
康
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
血
圧
・
身
体
測
定
・
健
康

相
談
・
服
薬
指
導
・
栄
養
指
導
な
ど

の
無
料
相
談
会
を
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
開
催　

２
月
22
日
（
土
）

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
所　

鹿
屋
体
育
大
学

　
　
　
　

講
義
棟
１
０
３
講
義
室

■
テ
ー
マ　

生
活
習
慣
と
心
臓
病

■
講
演
内
容

講
演
①　

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
と

　
　
　
　

生
活
習
慣
（
鹿
屋
医
療
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー　

城
元
里
朋
）

講
演
②　

お
い
し
く
食
べ
る
減
塩
食

　
　
　
　
（
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
栄
養

　
　
　
　

管
理
室
長　

牛
鼻
み
ど
り
）

講
演
③　

動
脈
硬
化
予
防
に
効
果
的

　
　
　
　

な
運
動
は
！
（
健
康
増
進

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
藤
崎
美
代
子
）

■
入
場　

無
料

■
申
込　

事
前
申
込
み
不
要

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
県
民
健
康
プ
ラ

ザ
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
課
☎
42

－
５
１
０
１
／
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
☎
52

－

０
０
５
２

県
こ
ど
も
総
合
療
育

セ
ン
タ
ー
の
診
療
予
約

　

県
で
は
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
「
県

こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
」
の
診

療
予
約
方
法
を
見
直
し
ま
す
。

■
診
療
予
約
方
法

①
ま
ず
は
身
近
な
場
所
へ
相
談
を
！

　

お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る
場

合
、
ま
ず
は
お
住
ま
い
の
市
や
、
通
っ

て
い
る
保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
に
相

談
し
て
早
期
に
療
育
関
係
機
関
の
支

援
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
必
要
に
な
っ
た
ら
診
療
予
約

　

同
セ
ン
タ
ー
で
の
診
療
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
支
援
を
行
っ
た
市

な
ど
が
作
成
す
る
紹
介
票
を
も
と
に

診
療
予
約
を
行
い
ま
す
。

■
注
意
点

　

市
な
ど
が
発
行
す
る
紹
介
票
が
無

い
場
合
、
診
療
予
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
電
話
相
談

　

診
療
予
約
以
外
の
電
話
相
談
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
同
セ
ン
タ
ー
で
も

直
接
受
け
付
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
県
こ
ど
も
総
合

療
育
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９

－

２
６
５

－

０
０
０
５
（
代
表
）
／
０
９
９

－

２
６
５

－

２
４
０
０
（
相
談
専
用
）

市内保育所地域活動事業のご紹介

　西宝寺保育園　　☎ 36-3241

2/20・3/6 木 10:00 ～ 11:30 オープン保育

　さざなみ保育園　☎ 35-2661

2/12 水 10:00 ～ 11:00 リトミック

2/15 土 10:00 ～ 11:00 園開放

2/18・3/4 火 9:30 ～ 10:30 英語教室

　慈恩保育園　　　☎ 32-0007

2/17 月 9:30 ～ 11:30 コスモスポーツ（3 歳以上）

2/26 水 10:00 ～ 11:00 パソコン遊び

3/3 月 10:00 ～ 11:00 ひなまつり

　新城保育園　　　☎ 35-3651

2/14 金 10:00 ～ 11:30 おみせやさんごっこ

2/27 木 10:30 ～ 11:00 ことばの教室（5･6 歳児）

3/3 月 10:00 ～ 11:00 楽しいひなまつり

　水之上保育園　　☎ 32-5976

2/20・3/6 木 9:30 ～ 10:30 英語あそび（4･5 歳）

2/26 水 9:00 ～ 11:00 リトミック教室（3~5 歳児）

3/3 月 10:00 ～ 11:00 ひなまつり・お誕生会

　和光保育園　　　☎ 32-0554

2/10 月 10:00 ～ 11:00 スポーツ・体操他

3/2 日 9:30 ～ 12:00 お遊戯会（文化会館）

3/7 金 10:00 ～ 11:00 スポーツ・体操他

通常入所していない児童・保護者が参加できる行事を各保育所で実施しています。詳細は各保育所へご連絡ください。
※市内保育所地域活動事業のご紹介は、毎月「たるみずキッズスマイルルーム（P9）」でご紹介していますが、今月号では誌面の関係上、
　こちらでのご紹介となりました。ご了承のほどお願いいたします。

◎問い合わせ先

　保健福祉課児童障害者係☎内線 124・127
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■概要　スポーツ振興法が 50 年ぶりに全面改正さ

れ、スポーツ基本法が制定されました。これを受け

て本市では、市民がスポーツに親しみ、スポーツを

通じてより健康で豊かな生活を送れる社会の創出を

目指し、「垂水市スポーツ推進計画」の策定を、関

連の深い各計画との整合や、各取組との連携を図り

ながら進めているところです。

１垂水市スポーツ推進計画（案）

２垂水市男女共同参画基本計画（後期計画）（案）

３垂水市人口減少対策プログラム（案）

■概要　垂水市では、一人ひとりが尊重され、個性

と能力を発揮しながらあらゆる分野に男女が共に参

画することのできる活力ある社会を目指し、平成

21 年に「垂水市男女共同参画基本計画」を策定し

ました。この計画は 10 年間の長期計画であるため、

これまでに取り組んできた各施策や社会情勢の変化

等をふまえて、期間の中間時点で計画を見直し、後

■概要　垂水市の人口は、27 年後に約 9,500 人に

まで減少すると予測され、このまま人口減少が進む

と、まちの活力の低下や集落機能の維持が困難にな

る等、様々な問題が生じるおそれがあります。その

ため、人口減少対策プロジェクトを本市の最重要課

題として位置づけ、人口減少対策に関する施策の立

案を行い、「垂水市人口減少対策プログラム」の策

　３案件について政策等の案の事前公表及び意見の募集を行います。多くの方からのご意見をお待ちしており

ます。本制度は政策の賛否を問うものではなく、集計結果は HP 等で公表し、意見提出者への個別回答は行いま

せん。※今回からより活用しやすい環境を整えるため、「公表場所の見直し」「HP 専用フォームの設置」を行っております。

■案の公表場所　各担当課、市役所ロビー、牛根・新城両支所、垂水市体育館、市 HP

■意見提出方法　直接、郵送、FAX、メール、市 HP 専用フォームでの投稿

パブリックコメントを実施します！
ご意見をお待ちしております！

６ 今回は３案件の
パブリック
コメントを

実施します。

■意見募集期間

　平成 26 年２月１日～平成 26 年２月 21 日

■担当課

　社会教育課市民スポーツ係（垂水市体育館内）

　TEL：32-3091、FAX：32-3888

　mail：25-2@city.tarumizu.lg.jp

期基本計画としようとするものです。

■意見募集期間

　平成 26 年２月３日～平成 26 年３月５日

■担当課

　企画課地域政策係

　TEL：32-1111（内線 245）、FAX：32-6625

　mail：25-3@city.tarumizu.lg.jp

定をすすめています。

■意見募集期間

　平成 26 年２月 14 日～平成 26 年３月 14 日

■担当課

　企画課地域政策係

　TEL：32-1111（内線 245）、FAX：32-6625

　mail：25-4@city.tarumizu.lg.jp

33 Tarumizu  City  Public  Relations



富士薔薇太郎こと和田英作と弟・香苗のふるさとを訪ねて

和田英作・和田香苗記念
全国絵画コンクール

■開　催　平成 27 年 10 月 31 日（土）～ 11 月８日（日）

■趣　旨　日本洋画壇の巨匠、和田英作とその弟・和田香苗両画

　　　　　伯の出身地である垂水で絵画コンクールを開催し、全

　　　　　国の絵画ファンと交流の輪を広げます。

■テーマ　日本の山河を描こう！

■部　門　洋画部門（展示：垂水市体育館）

　　　　　日本画部門（展示：猿ヶ城渓谷森の駅たるみず）

　　　　　ぐりぶー応援部門（展示：市内宿泊施設）

■特別企画    パネルディスカッション

　　　　　「故郷の偉人、和田英作と弟・和田香苗を語る（仮称）」

■各　賞　文部科学大臣賞、国文祭実行委員長賞、県知事賞

　　　　　国文祭鹿児島県実行委員長賞、鹿児島県議会議長賞

　　　　　県教育委員会教育長賞、垂水市長賞、垂水市議会議長賞

　　　　　垂水市教育委員会教育長賞、グリブー賞等

■その他　展示会場を廻るシャトルバスを運行する予定です。

　　　　　サブテーマの「富士薔薇太郎」とは富士山や薔薇を好

　　　　　んで描いた和田英作画伯のニックネームです。

◎お問い合わせ　第 30 回国民文化祭垂水市実行委員会事務局

　　　　　　　　（垂水市文化会館内）　☎ 0994-32-7551

　

今
月
号
か
ら
、
平
成
27
年
に
開
催

さ
れ
る
第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご

し
ま
in
２
０
１
５
（
以
下
、国
文
祭
）」

の
垂
水
市
の
取
組
に
つ
い
て
に
つ
い

て
最
新
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
今

回
は
、
本
市
の
三
つ
の
主
催
事
業
の

う
ち
、「
和
田
英
作
・
和
田
香
苗
記

念
全
国
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
特
別
企

画
と
し
て
、
テ
レ
ビ
等
で
活
躍
中
の

画
家
を
ゲ
ス
ト
に
、
客
席
と
楽
し
く

ト
ー
ク
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
三
つ
の
展
示
会
場
を
廻
る
と
、

市
内
の
観
光
も
で
き
、
経
済
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。
本
市
の
国
文
祭
は

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
一
度
に
楽
し
め

る
よ
う
、
日
程
が
土
・
日
・
祝
日
を

中
心
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国

の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
本

市
の
魅
力
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
も
の
で
す
。

《
次
号
は「
大
隅
歴
史
街
道
」を
予
定
》

◎大会愛称
　ロゴマーク

▲大会愛称ロゴマーク

◎和田英作画伯作品

新連載

▲三保の富士（昭和 28 年）

▲ばら（大正４年）

▲おうな（明治 41 年）
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※
個
人
情
報
の
取
扱
い

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
広
報
誌
で
の
お
便
り
の
ご
紹
介
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
発
送
な
ら
び
に
統
計
資
料
作
成
以
外
の
目
的
で
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
便

り
を
広
報
誌
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
や
統
計
資
料
作
成
の
際
に
は
、
個
人
を
特
定

で
き
る
情
報
を
削
除
し
た
上
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

郵送の際は
お手数ですが
50円切手を

お貼りください。
目安箱への投函の
際は切手は不要。

8 9 1 2 1 9 ２

鹿児島県垂水市上町 114 番地
垂水市総務課秘書広報係内

市外局番

◎ご住所

◎ご氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◎ペンネーム　　　　　　　 ◎年齢　　　　　　◎性別

◎電話

◎アンケート：好きな記事を３つ○でお選びください。

◎ご希望
プレゼント番号

※ご希望番号に○をしてください。
　ご希望の方は必ず氏名・住所・
　連絡先をご記入ください。（　　   ）　　－

男　・　女

１・２・３

歳

都道
府県

市区
郡

垂水市では、広報誌のご感想や市長へのメッセージなど読者の皆様からのお便りをお待ちしております。
■お便り先　　〒 891-2192　鹿児島県垂水市上町 114　広報誌お便り係（垂水市総務課秘書広報係）

■お便り方法　下様式をご利用の上、郵送又は本庁舎１階目安箱へお入れください。なお様式は、官製ハガキ等でも受け付けておりま

　　　　　　　すが、プレゼントをご希望される方は、下様式と同様の内容（氏名・年齢・住所・連絡先・アンケート回答・ご意見）の

　　　　　　　全てをご記入ください。ご記入が無い場合は、プレゼント抽選の対象外となりますのでご注意ください。

■紹介・回答　お便りは、個人を特定できる情報を削除し、要約して広報誌でご紹介させていただく場合があります。また併せてその

　　　　　　　ご回答・お返事も掲載させていただきます。また封書での回答をご希望された方へは、封書でお送りいたします。

※プレゼント当選者は抽選の上決定し、その発表は、発送・直接のお届けをもってかえさせていただきます。

　　お便り＆市長へのメッセージ＆プレゼント／

　　　１特集　　２映画情報　　３NEWS　　4おいしいおはなし　　５絶妙景観　　6シリーズ文化財　　7図書
　　　８お知らせ　　9まちの話題　　10お便り・プレゼント　　11たるみずキッズ・スマイル・ルーム

↓お手数ですが、切り取ってご利用ください。

TARUMIZU
POST
CARD

①黒瀬お食事ペアチケット［２名様］
おいしいおはなしでご紹介した黒瀬さん
の「お食事ペアチケット（黒瀬弁当 600
円×２）」を２名様にプレゼント。

②桜島美湯豚 焼肉セット［２名様］
温泉水を飲んで育った桜島美湯豚。桜島
美湯豚（冷凍）カタロース 300g、バラ
300g の計 600g を２名様へ。

③海の桜勘缶詰４個セット［1 名様］
パッケージデザイン監修を垂水高校が行
い、垂水漁協が販売を開始しているカン
パチ缶詰を４個を１名様にプレゼント。

応募締切：平成 26 年 2 月 21 日（金）

広報誌お便り係　行　（２月号）



お便り＆市長へのメッセージ

１広報誌を読んだご感想や、市長・市政に対するメッセージなど何でも好きなことをお書きください。

２お便りを紙面内でご紹介させていただいてもよろしいですか？　　　　  （　はい　・　いいえ　）
　※ペンネーム記載の方はペンネームで、ご本名のみ記載の方はイニシャルでご紹介させていただきます。

３市長に対するメッセージについて、封書での回答を希望されますか？　  （　はい　・　いいえ　）
　※表面のご氏名・ご住所等を必ずご記入ください。

↑
表
の
説
明
を
お
読
み
の
上
、
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ご
記
入
が
無
い
場
合
、
原
則
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
の
対
象
外
と

　
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※喪主のお届けがない場合は「－」で表示しています。

プレゼント応募締切：平成 26 年 2 月 21 日（金）※当日消印有効

出
生
児

保
護
者

振
興
会

堀
之
内　

彩あ

み心

崇

浦
川
内
下

久
木
田　

和わ

か花

敬

潮
彩
町

木
本　

茉ま

き希

慎
治

錦
江
町

う
ぶ
声

お
く
や
み

お
く
や
み
（
続
き
）

氏
名

歳

振
興
会

喪
主
名

迫
田　

ハ
ル
子

91
下
市
木
３
区

迫
田　

守
也

濵
走　

勝
矢

83

二
川

濵
走　

イ
ト
ヱ

隈
元　

ミ
ツ
エ

91

大
都

隈
元　

み
ど
り

𠮷
﨑　

ト
ミ
エ

86

芝
原

𠮷
﨑　

靜
哉

小
野　

ヒ
サ
子

89

錦
町

　
　

－

下
原　

淳

88

上
原
田

下
原　

ア
ヤ

大
野　

ウ
メ

95

小
中
野

大
野　

義
人

小
牟
田　

春
男

88

田
中
川
内

小
牟
田
ム
ツ
エ

安
藤　

チ
サ

93

上
本
城

安
藤　

義
美

平
成
25
年
12
月
届
け
分

※
「
う
ぶ
声
」
と
「
お
く
や
み
」
は
掲
載
依
頼
を
行
わ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
掲
載
順
は
届
出
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
◎
問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
記
録
係　

内
線
☎
１
４
２

曽
山　

ユ
リ
子

78

感
王
寺

曽
山　

源
次
郎

松
尾　

サ
チ
コ

85

恵
光
園

松
尾　

正
和

林　

フ
ミ

97

大
浜
下

林　

道
夫

迫
田　

進

91

垂
桜

迫
田　

巧

後
迫　

紀
美
子

64

下
園

後
迫　

洋

松
山　

ア
ツ
子

88

上
ノ
中

松
山　

陸
雄

東　

ス
ミ

87

牛
根
麓

東　

実
男

樺
山　

ア
キ
エ

85

牧

　
　

－

松
崎　

英
明

80

下
中
馬
場

松
崎　

一
浩

脇
田　

伊
三
𠮷

84

脇
田
１

脇
田　

悦
子

萩
原　

ア
イ

93

潮
彩
町

濱
屋　

正
子

田
中　

義
信

74

城
山
団
地

田
中　

喜
美
子

岩
元　

忍

79

西
中

岩
元　

逸
子

平
良　

ノ
リ
子

91

早
馬

　
　

－

岩
崎　

幸
夫

78

田
畑

岩
崎　

ユ
ミ

葛
迫　

ミ
エ
子

86

葛
迫

大
迫　

絹
代

立
山　

健
一
郎

80

旭
町

立
山　

千
秋



毎月、お便りありがとうございます！
このコーナーは、お便り・アンケートを通じてお寄せいただいた読者の声をご紹介し、本市
からの返事を掲載する「読者と市とのコミュニケーション」コーナーです。

１月号桜島特集に関するお便り①
毎月広報たるみずを送便していただき有り難うございます。１月号の桜島の写真を拝見しました。
昔の面影とは違うけど本当に素晴らしいと思います。大正噴火から 100 周年を迎え、その時に流
れ出た溶岩で大隅半島と陸続きになった事や、尊い命が奪われた事を新聞や広報たるみずで知り
驚いています。私は 56 年前垂水から上阪し年月も過ぎ、その時の形も素晴らしいけど、現在の
形も格別に素晴らしいと思います。今日から私も桜島通です。本当に有難う御座いました。

毎月の広報楽しみにしています。さて垂水を離れて 57 年。「うぶ声・おくやみ」を見るたびに、
あの人が友人がと気にとめていますが地名（振興会）が分かりません。元垂水出身ですので下市
木は分かりますが、その他はなかなか分かりません。そこで垂水市全地図があればと思います。
5 月頃関東垂水会で尾脇市長とお会いできるのを楽しみにしてます。

お便りありがとうございます。市内にある振興会は 144。確かに振興会名だけではどこにあるの
か分からない方もいらっしゃると思います。ご提案の地図も良いアイデアだと思いますが、誌面
に限りがあるため、現段階では地図掲載は難しいところでございます。今後の広報誌づくりにお
いて、K・H さんのご意見を念頭におきながら、更にアイデアを練っていきたいと思います。

１月号桜島特集に関するお便り②
広報たるみずをいつも楽しみにしております。今月の桜島特集を読みつつ、いつも思う事につい
てお便りしました。垂水に縁ある人にとって、桜島の「姿」は脳裏にどのように刻まれているの
だろうかと。私は、人生の半分が垂水側からの「富士山のような姿」、あとの半分が「220 号線を
走りながら見る牛根側からの姿」です（１月号特集 P14・15 の姿はどうも・・・なぜ？）。一番
好きなのは、学生時代垂水丸に乗る前の旧港からの姿です。

１月号特集「これで今日からあなたも桜島通」へのご感想ありがとうございます。桜島大正噴火
100 周年を迎えるにあたり、新しい切り口を模索する中「桜島そのものの知識を高めることで、
今後の防災などに活かすことはできないか」と思い、今回のような形となりました。Y・S さん
ご指摘の桜島写真は、「なぜ垂水市から見た桜島の写真を使用しなかったのか？」ということだ
と解釈させていただきました。ごもっともなご意見だと思います。今回は、あくまでも誌面構成
上、錦江湾から見た桜島の写真を使用させていただきました。もちろん、垂水市内から見た桜島
が一番だという想いは Y・S さんと同じです。私のおススメは、牛根浮津港や深港から見た桜島で、
平成 23 年 8 月号と平成 24 年 3 月号の「絶妙景観」でもご紹介させていただいております。お近
くに立ち寄りの際は、ぜひご覧ください。今後も、ご意見・ご感想をお待ちしております。

山元文男
兵庫県

70 代男性

Ｙ・Ｓ
霧島市

60 代男性

Ｋ・Ｈ
栃木市

70 代男性

総務課
秘書広報係

総務課
秘書広報係

37 Tarumizu  City  Public  Relations



◎広報誌タイトル
デザイン性を高め、敬遠しがちな若い世代にも読んで
いただくためにローマ字表記を採用しています。

◎広報誌の発行コストの表示
広報誌は、市民の皆様の税金で作られています。心を
込めて作る中で、そのコストを意識し、また市民の皆
様にも大事に取り扱っていただくための「きっかけ」づ
くりとして、広報誌１冊あたりのコスト（製作費）を、
表紙右上と下記に表示しております。なお、このコスト
には人件費は含まれておりません。

◎広報誌を定期購読しませんか？
市外在住の方を対象に、定期購読をお勧めしており
ます。お申し込みは、総務課秘書広報係まで。

（年間購読料 1,500 円）

◎広告を掲載しませんか？
1 枠（縦 110mm ×横 85mm）18,400 円から表 紙 裏
などのページに有料広告を展開しています。お得な長
期割引や市内割引もございます。お申し込みは、本市
代理店（（有）垂水中央印刷　0994-32-0315）まで。

◎広報誌全般へのお問い合わせ先
垂水市役所（総務課秘書広報係）
〒 891-2192　鹿児島県垂水市上町 114 番地
TEL：0994-32-1111（代表）、FAX：0994-32-6625

Information

［ 広報たるみず ］
▼今月号コスト　1 冊　　　   円（1 ページ単価 1.08 円）45

月 日 曜日 病院名 連絡先

2

2 日 垂水中央病院 32-5211

9 日 桑波田診療所 32-0002

11 火・祝 垂水中央病院 32-5211

16 日 たじつ牛根医院 36-3737

23 日 垂水中央病院 32-5211

3

2 日 ふくまる皮フ科 32-7771

9 日 垂水中央病院 32-5211

16 日 池田温泉クリニック 32-6161

21 金・祝 垂水中央病院 32-5211

23 日 牛根中央クリニック 34-2022

30 日 垂水中央病院 32-5211

推計人口（1 月 1 日現在）／企画課　☎内線 246

①総人口　16,174（-33）　  ②世帯数　7,201（-5）
③男　性　   7,444  （-12）　  ④女　性　8,730（-21）
※（　　）は前月に対する増減数を示しています。

市役所の業務時間／市民課　☎内線 143

①通常の業務時間　８:30 ～ 17:15
②窓口延長時間　　毎週木曜日は 19:00 まで

市民相談窓口のご案内
①市民相談サービス課　　　　☎ 0994-32-1295
②垂水市消費生活センター　　（　　同　上　　）
③消費者ホットライン　　　　☎ 0570-064-370
④くらしの降灰相談センター　☎ 0994-32-0581

今月の市場休業日／農林課　☎内線 241

2/2（日）・2/5（水）・2/9（日）・2/11（火）
2/16（日）・2/19（水）・2/23（日）・2/26（水）

今月・来月の納税／税務課　☎内線 136

２月分の納期限　2 月 28 日（金）

今月の桜島降灰収集／土木課　☎内線 350

①新城・柊原・浜平・水之上・中央地区
　2/11（火）、2/25（火）　（毎月第 2・4 火曜日）
②市木・城山・元垂水・大野・協和・牛根地区
　2/12（水）、2/26（水）　（毎月第 2・4 水曜日）

今月・来月漏水当番事業者／水道課　☎内線 129

２月　堀之内建設　☎３２－０６９５
３月　上津建設　　☎３６－２００３

今月・来月休日在宅医／保健福祉課　☎内線 164

診療時間：午前９時～午後６時

税　目 2 月 3 月
軽 自 動 車 税 － －
市 県 民 税 － －
固 定 資 産 税 － －
国 保 税 第 8 期 －
後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 第 8 期 随時第 1 期

382014.02 広報たるみず



広告規格１枠（横 85mm ×縦 110mm）18,400 円～ / 平成 26 年度広告代理店　垂水中央印刷　☎ 0994-32-0315/ 主管課　総務課秘書広報係　☎内線 221・271 広告

刺し身・握り寿司・あら炊き・カルパッ
チョ・あげぱち丼・美湯豚ステーキ・
美湯豚カツ・グリルチキン・豚の生姜
焼き・ハンバーグ・料理長のオススメ

あげぱち

ラストオーダー
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TAKE  FREE 市外在住の方を対象に、ご自宅に毎月お届けする定期購読を行っております。詳しくはお尋ねください。（年間購読料 1,500 円）

　日本人の約 8 割が人生の終幕を自宅で迎えたいと思いながら、実際には 9 割弱が自宅外で亡くなってい

るのが現実。しかしその一方で、家族やご近所、往診医や訪問看護・介護たちの支えもあって、 本人の望

み通り最期まで自宅で過ごして逝く人たちもいます。そんな「幸（高）齢者」は、代々受け継ぎ自らも長

年蓄えてきた生命力と心（人間性）、愛情を看取る者に手渡して旅立ちます。「あたたかい看取り」の現場

を写真スライドとエピソードを通じて紹介し、 命のバトンリレーとその実現性について考えます。

國森  康弘  氏
くにもり　やすひろ ／ 写真家・ジャーナリスト

平成 26 年３月 15 日
受付／ 12：30 ～　開演／ 13：00
講演／ 13：15 ～ 14：45（予定）

だれもが「みとりびと」

いのちのバトンは受けつがれていく。

Profil ／ 1974 年兵庫県生まれ。京都大学大学院経済研究科修

士課程終了。神戸新聞社記者を経てイラク戦争を機に独立。

海外の紛争地や経済困窮地域を回り、国内

では戦争体験や野宿動労者、東日本大震災

被災者の取材を重ねてきた。「あたたかで

幸せな生死を伝えたい」と近年は看取り、

在宅医療、地域包括ケアの撮影に力を注ぐ。

◎主催／公益社団法人肝属郡医師会・垂水市

◎問い合わせ先／垂水中央病院　☎ 0994-32-5211

平成 25 年度肝属郡医師会地域在宅医療提供体制推進事業

第１回

在宅医療推進講演会

　    講師 　    日時 土

垂水市文化会館　    場所

無料（どなたでもご参加いただけます。）　    入場

Photo ／写真絵本「いのちつぐ・みとりびと」より抜粋（撮影：國森康弘）

國森氏著書

「いのちつぐ／みとりびと」
いのちのバトンをしっかりとリレー
した、あたたかな看取りの世界、人
の絆を臨場感豊かに描いた写真絵本
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